
藤

田

村

郷

土

誌

全



藤

田

村

郷

土

誌

全



藤

田

村

郷

土

誌

緒

言

明

治

四

十

二

年

七

月

本

縣

郷

土

誌

編

纂

に

膺

り

、

町

村

に

於

て

編

纂

委

員

會

を

組

織

し

調

査

及

び

編

纂

に

從

事

す

可

き

、

達

示

に

基

き

直

ち

に

當

村

は

右

会

を

組

織

し

、

委

員

長

以

下

左

の

如

く

定

め

た

り

。

委

員

長

當

村

長

小

池

徳

太

郎

編

纂

主

任

當

村

斈

校

長

天

野

稲

楠

仝

教

員

山

本

昇

次

郎

委

員

仝

助

役

大

谷

敬

一

郎

仝

社

掌

佐

藤

剛

一

郎

仝

僧

侶

柏

木

円

性

仝

教

員

地

坂

信

吉

仝

中

西

安

松

仝

古

老

小

池

甚

一

郎

仝

瀬

戸

佐

太

郎

仝

小

川

吉

次

郎

仝

坂

本

籐

吉

仝

山

本

久

吉

右

の

如

く

不

肖

は

乏

し

き

を

編

纂

主

任

に

承

け

た

れ

ど

も

同

主

任

山

本

昇

次

郎

氏

は

其

の

後

東

北

帝

国

大

斈

に

遊

び

た

る

を

以

て

不

肖

は

専

ら

此

の

任

を

果

さ

ゞ

る

可

か

ら

ざ

る

に

至

れ

り

。

因

っ

て

公

務

の

傍

事

に

爰

に

從

事

し

た

る

も

□

劣

菲

才

敢

も

其

の

伍

を

全

ふ

す

る

は

因

よ

り

不

可

能

の

事

に

属

す

る

の

み

な

ら

ず

元

？

来

斯

の

編

纂

た

る

や

記

録

範

囲

の

広

汎

に

し

て

各

方

面

に

聯

関

し

又

指

示

要

項

の

精

細

に

し

て

調

査

の

詳

蜜

を

要

し

而

も

比

較

的

短

時

間

に

於

て

是

を

完

成

せ

ん

と

慾

す

る

は

至

難

の

業

と

言

は

ざ

る

べ

か

ら

ず

。

就

中



自

然

誌

に

於

け

る

実

地

測

量

を

要

す

る

も

の

人

文

誌

に

於

け

る

文

献

の

徴

す

べ

き

も

の

な

く

し

て

之

を

口

碑

に

求

め

或

は

史

筆

の

愼

重

を

要

す

る

も

の

あ

り

て

調

査

の

進

捗

容

易

に

な

ら

ざ

る

も

の

あ

り

。

そ

は

尚

一

層

の

至

難

た

り

。

幸

い

に

し

て

右

委

員

長

、

委

員

諸

彦

の

補

導

に

依

り

歩

一

歩

、

其

の

進

行

を

図

り

、

今

や

原

稿

の

結

了

を

見

る

に

至

る

。

其

の

豫

期

以

上

の

日

子

を

要

せ

し

は

到

底

勢

巳

む

を

得

ざ

る

所

な

り

。

然

り

と

雖

も

指

示

要

項

は

決

し

て

巨

細

洩

ら

さ

ず

調

査

統

計

は

各

根

據

の

上

に

成

り

立

ち

て

、

其

の

精

確

な

る

は

信

じ

て

疑

は

ざ

る

所

な

り

。

今

や

稿

な

る

に

臨

み

斯

の

事

業

に

関

し

各

種

の

材

料

を

供

せ

ら

れ

、

又

は

直

間

接

に

援

助

を

與

へ

ら

れ

た

る

大

方

賢

士

に

対

し

て

深

く

感

謝

の

意

を

表

示

す

る

も

の

な

り

。

冀

く

は

斯

の

稿

に

曲

り

て

本

誌

編

纂

の

目

的

を

達

す

る

を

得

ば

編

者

の

光

栄

何

物

か

之

に

加

へ

ん

。

若

し

其

れ

記

録

の

錯

誤

遺

洩

あ

ら

ば

更

に

補

充

し

以

て

本

誌

編

纂

上

毫

も

遺

憾

な

ら

し

む

る

は

又

編

者

の

冀

望

な

り

。

爰

に

原

稿

を

提

供

す

る

に

及

び

一

言

を

叙

す

る

こ

と

爾

り

。

明

治

四

十

四

年

三

月

三

十

一

日

編

者

識



引

用

書

及

書

類

一

、

續

紀

伊

国

風

土

記

和

歌

山

縣

神

職

取

締

所

編

纂

一

、

紀

伊

名

所

圖

会

加

納

諸

平

、

神

野

易

興

共

選

一

、

大

日

本

教

育

史

文

部

省

編

一

、

大

日

本

歴

史

有

賀

長

雄

著

一

、

諸

家

の

系

譜

一

、

當

村

調

査

統

計

資

料



郷

土

誌

編

纂

要

項

第

一

篇

自

然

誌

一

、

位

置

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1

二

、

境

界

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1

三

、

面

積

及

広

袤

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1

四

、

地

勢

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2

五

、

地

体

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

5

六

、

気

候

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

6

七

、

変

災
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

7

第

二

篇

人

文

誌

一

、

沿

革

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

9

二

、

大

字

区

劃

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

10

三

、

戸

口

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

10

四

、

官

衙

公

暑

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

15

五

、

経

濟

及

財

政

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

15

六

、

生

業

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

19

七

、

教

育

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

21

八

、

神

社

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

29

九

、

宗

教

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

30

十

、

民

俗

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

30

十

一

、

衛

生

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

32



十

二

、

交

通

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

32

十

三

、

各

種

團

体

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

34

十

四

、

名

所

旧

跡

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

35

十

五

、

遺

跡

発

掘

物

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

36

十

六

、

名

門

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

36

十

七

、

維

新

以

来

戰

役

に

於

け

る

列

士

の

経

歴

及

當

村

の

其

の

當

時

益

せ

る

後

援

事

業

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

38
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藤

田

村

郷

土

誌

第

壱

編

自

然

誌

一

、

位

置

白

馬

山

脈

の

分

派

た

る

畑

山

は

當

村

の

北

端

に

し

て

之

よ

り

南

に

延

長

し

東

南

は

日

高

川

に

沿

ひ

之

に

潮

す

る

土

生

川

を

以

て

東

矢

田

村

大

字

小

熊

及

同

村

同

土

生

と

境

し

南

北

東

は

徳

嶽

を

以

て

同

村

大

字

鐘

巻

同

千

津

川

に

境

し

西

は

八

幡

山

其

の

他

の

小

丘

陵

に

よ

り

て

湯

川

村

大

字

富

安

に

南

西

は

同

村

同

小

松

原

、

同

財

部

及

御

坊

町

大

字

島

に

接

続

し

所

謂

日

高

平

野

の

一

部

分

を

形

造

る

。

元

来

當

郡

は

當

縣

の

南

北

の

殆

ど

中

央

に

介

在

し

東

西

よ

り

す

れ

ば

稍

西

部

に

偏

し

而

し

て

當

村

は

當

郡

の

中

央

よ

り

稍

北

部

に

偏

し

東

西

よ

り

す

れ

ば

殆

ど

西

部

に

位

置

す

。

是

れ

當

村

の

當

縣

及

當

郡

に

対

す

る

位

置

な

り

と

す

。

二

、

境

界

北

西

は

湯

川

村

大

字

富

安

同

小

松

原

に

境

し

、

南

は

同

財

部

及

御

坊

町

島

に

接

し

南

東

は

日

高

川

に

沿

ひ

東

は

矢

田

村

大

字

小

熊

、

同

土

生

、

同

鐘

巻

、

同

千

津

川

に

境

す

。

其

の

境

介

は

東

部

及

西

部

の

一

部

分

は

山

脈

小

丘

に

よ

り

て

、

成

立

す

れ

ど

も

南

東

部

の

一

部

分

は

河

流

を

以

て

成

り

立

ち

、

其

の

他

は

田

面

の

接

続

地

に

し

て

自

然

的

地

物

の

境

介

を

成

さ

ず

。

三

、

面

積

及

広

袤

一

、

總

面

積

二

百

二

十

町

九

反

八

畝

二

十

一

歩

上

地

の

外

荒

地

及

官

有

地

あ

り

一

、

田

面

積

一

百

四

十

一

町

九

反

六

畝

五

歩

一

、

畑

面

積

十

一

町

七

反

七

畝

五

歩

一

、

山

林

五

五

町

八

反

貳

畝

三

歩



- 2 -

一

、

原

野

面

積

一

町

二

反

七

畝

四

歩

一

、

宅

地

面

積

八

町

八

反

三

畝

四

歩

一

、

社

地

面

積

一

町

三

反

三

畝

歩

一

、

東

西

南

北

の

幅

員東

西

一

八

町

南

北

一

里

一

八

町

一

、

最

長

最

短

の

幅

員

最

長

東

西

一

八

町

南

北

一

里

一

八

町

最

短

東

西

二

町

南

北

一

二

町

四

、

地

勢

イ

総

説

山

脈

及

山

岳

、

丘

陵

、

高

原

は

北

東

に

在

り

南

は

平

野

な

る

を

以

て

、

北

東

部

は

大

小

渓

谷

を

包

容

し

從

て

土

地

北

よ

り

南

に

傾

斜

し

河

流

の

方

向

は

南

北

に

走

る

。

ロ

山

及

山

脈

畑

山

は

當

村

の

北

方

に

位

置

し

白

馬

山

脈

の

分

派

山

脈

中

に

あ

り

て

當

村

山

岳

中

の

最

高

峯

た

り

。

絶

頂

は

展

望

遠

く

太

平

洋

に

達

し

當

村

及

附

近

を

一

眸

の

間

に

集

む

。

東

西

に

連

旦

し

海

抜

四

百

八

十

米

幅

員

十

八

町

余

り

南

部

傾

斜

急

峻

に

し

て

約

四

十

八

度

に

達

し

西

部

は

稍

緩

な

り

と

雖

も

三

十

五

度

に

及

ぶ

。

當

村

南

北

の

中

央

に

あ

り

て

西

部

に

屹

立

し

て

走

向

は

北

東

に

向

ひ

緩

慢

な

る

屈

曲

に

よ

り

て

更

に

北

西

に

向

ふ

も

の

を

八

幡

山

と

云

ふ

。

高

さ

百

米

幅

員

十

二

町

に

及

南

東

部

傾

斜

急

に

し

て

北

は

緩

く

遂

に

丘

陵

を

な

し

尚

東

北

に

延

長

し

當

村

の

北

西

に

於

て

更

に

隆

起

し

大

谷

山

と

な

る

。

是

又

北

に

延

長

し

て

連

旦

す

。

之

の

山

高

さ

百

米

幅

員

九

町

四

方

傾

斜

稍

緩

に

し

て

三

十

五

度

乃

至

四

十

五

度

に

達

す

。

當

村

の

北

東

部

に

在

り

特

立

し

て

矢

田

村

大

字

土

生

、

鐘

巻

と

境

を

爲

す

小

丘

あ

り

徳

岳

と

云

ふ

。

高

さ

約

六

十

米

幅

員

約

五

町

余

に

及

ぶ

北

東

に

連

旦

し

傾

斜

南

北

緩

に

し

て

二

十

度

東

西

稍

急

峻

に

し

て

四

十

五

度

に

達

す

。

以

上

の

山

脈

は

他

村

と

自

然

的

境

界

を

成

し
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三

面

遍

促

山

岳

を

以

て

囲

繞

す

る

を

以

て

當

村

北

部

の

地

は

自

然

的

一

大

渓

谷

を

成

し

凡

て

北

よ

り

南

に

向

か

っ

て

約

二

〇

度

の

傾

斜

を

有

し

冬

季

北

西

気

候

風

を

避

け

し

め

て

温

暖

を

保

た

し

む

。

此

れ

ら

山

岳

中

に

於

て

包

容

す

る

大

小

渓

谷

は

池

を

懐

き

て

水

を

貯

へ

以

て

灌

漑

に

供

し

又

全

山

は

大

樹

深

林

に

乏

し

と

雖

も

大

小

樹

林

を

な

し

て

薪

炭

の

混

用

樹

林

を

形

造

り

山

麓

は

柑

橘

其

の

他

果

樹

に

適

當

し

て

之

を

栽

培

せ

り

。

ハ

河

川

當

村

の

東

部

に

流

る

ゝ

日

高

川

と

言

ふ

當

郡

唯

一

の

大

河

長

流

に

し

て

源

を

當

郡

龍

神

に

発

す

。

支

流

な

し

と

雖

も

腕

々

屈

曲

流

長

四

十

八

度

に

及

び

上

流

は

流

幅

む

も

狭

小

に

し

て

下

流

に

及

ん

で

自

。

。

然

濶

大

と

な

る

其

の

當

村

に

於

る

流

幅

は

平

時

三

十

間

に

及

び

吐

口

に

及

ん

で

は

同

二

町

に

及

ぶ

流

勢

河

流

の

位

置

に

よ

り

大

差

あ

り

と

雖

も

當

村

沿

岸

平

時

の

測

定

に

於

て

は

水

量

普

通

微

風

に

し

て

約

一

分

間

十

二

米

水

量

通

常

水

量

に

て

一

秒

間

四

百

三

十

二

立

方

尺

の

水

量

あ

り

。

水

深

平

時

の

測

定

平

均

約

四

フ

ィ

ー

ト

に

至

る

。

水

源

地

よ

り

約

四

十

里

の

間

は

河

底

河

定

傾

斜

尤

も

急

端

從

っ

て

流

勢

尤

も

強

く

激

端

急

流

石

を

噛

ん

で

流

下

す

。

此

の

間

所

謂

四

十

八

滝

の

称

あ

り

。

蓋

し

小

飛

瀑

の

威

あ

る

を

以

て

な

り

全

く

舟

揖

通

ぜ

ず

下

流

よ

り

四

里

船

津

村

大

字

船

津

に

至

る

迄

は

船

運

の

便

あ

り

て

舟

筏

を

通

ず

。

水

産

鮎

を

産

す

る

と

雖

も

明

治

二

十

二

年

洪

水

の

害

以

後

其

の

捕

獲

頓

に

減

少

せ

り

。

之

れ

産

卵

の

箇

所

を

破

壊

し

た

る

に

よ

る

と

云

ふ

。

然

る

に

近

年

又

其

の

増

加

を

見

る

。

明

治

四

十

三

年

本

縣

令

に

よ

り

毎

年

十

月

十

一

日

よ

り

十

一

月

十

日

迄

一

ヶ

月

間

は

日

高

川

、

千

津

川

合

流

口

よ

、

、

、

。

り

天

田

橋

に

至

る

日

高

川

両

岸

に

て

魚

蟹

蝦

藻

及

び

砂

土

を

取

る

こ

と

を

禁

止

せ

ら

る

井

堰

本

河

流

の

水

を

道

く

井

堰

を

野

口

井

堰

と

い

ふ

。

當

村

の

東

野

口

村

の

水

田

に

灌

漑

す

る

も

の

な

り

。

當

村

及

以

南

西

に

灌

漑

す

る

も

の

に

は

若

野

井

堰

、

六

郷

井

堰

と

云

ふ

各

溝

渠

に

よ

り

て

灌

漑

し

、

若

野

井

堰

は

水

田

二

百

五

十

九

町

七

反

歩

、

當

村

流

域

に

て

は

百

十

一

町

四

反

歩

を

灌

漑

し

六

郷

井

堰

は

湯

川

村

其

の

他

数

ヶ

村

に

灌

漑

す

。

野

口

井

堰

は

野

口

村

に

起

り

、

六

郷

井

堰

は

矢

田

村

大

字

小

熊

、

若

野

井

堰

は

同

若

野

を

起

点

と

す

。

若

野

井

堰

は

寛

永

年

間

當

村

大

字

吉

田

平

井

九

左

衛

門

設

計

し

て

徳

川

藩

之

を

経

営

し

同

六

年

完

成

せ

り

後

明

治

二

十

二
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年

に

至

り

て

は

稀

有

の

水

害

に

逢

着

し

井

堰

及

之

を

通

ず

る

溝

渠

を

破

壊

せ

ら

れ

し

を

以

て

井

堰

口

に

は

隧

道

を

開

鑿

し

溝

渠

を

変

更

し

て

翌

年

一

月

俊

成

す

、

こ

れ

現

在

の

溝

渠

な

り

。

之

の

河

は

前

叙

の

如

く

灌

漑

に

於

て

日

高

平

野

の

大

部

分

に

及

び

當

村

水

田

の

多

き

に

及

ぶ

を

以

て

其

の

灌

漑

の

利

益

を

得

人

生

に

効

益

あ

る

実

に

比

較

す

べ

き

も

の

な

し

宣

な

り

。

日

高

平

野

は

日

高

川

流

の

永

年

間

に

し

て

之

を

沖

積

し

た

る

も

の

な

れ

ば

な

り

。

水

利

に

次

ぎ

人

生

に

資

益

を

與

ふ

る

も

の

は

舟

筏

流

下

の

利

益

な

り

。

由

来

當

郡

物

産

の

産

額

の

夥

多

な

る

は

米

麦

に

次

ぎ

當

村

以

東

に

算

出

す

る

木

材

薪

炭

等

に

し

て

其

れ

等

の

運

搬

は

重

に

水

流

に

由

る

も

の

な

れ

ば

本

流

の

我

郡

に

與

ふ

る

裨

益

蓋

し

偉

大

な

る

も

の

あ

り

。

殊

に

當

村

大

字

藤

井

の

商

工

業

の

盛

況

は

本

河

流

に

負

ふ

所

莫

大

な

り

。

是

れ

現

今

に

於

け

る

の

み

な

ら

ず

往

古

此

地

紐

糸

商

業

を

営

み

て

其

の

轉

出

は

此

の

河

流

を

利

用

す

る

も

の

な

り

。

尚

又

現

今

に

在

り

て

當

村

製

紙

工

業

は

當

郡

に

於

て

尤

も

盛

に

其

の

製

造

價

額

約

四

万

余

円

の

一

ヶ

年

の

弥

期

に

及

び

年

々

増

加

す

べ

き

盛

況

に

し

て

當

？

村

現

今

経

済

濟

上

の

潤

沢

を

得

る

も

斯

業

の

興

隆

に

基

く

も

の

な

り

。

然

し

て

斯

業

に

要

す

る

作

業

た

る

材

料

の

加

工

は

本

河

流

の

本

流

及

溝

渠

に

よ

り

て

営

む

こ

と

を

得

る

も

の

な

れ

ば

本

河

流

の

當

村

の

隆

昌

に

関

係

深

く

從

っ

て

効

果

の

大

な

る

の

み

な

ら

ず

當

郡

に

及

ぼ

す

利

益

、

有

形

・

無

形

に

於

て

実

に

尠

少

な

ら

ざ

る

な

り

。

然

し

て

年

々

夏

秋

の

際

に

漲

溢

す

る

洪

水

は

沿

岸

の

地

に

壌

土

を

沖

積

し

良

蒲

を

形

成

し

或

は

緑

樹

影

沈

む

と

こ

ろ

魚

属

の

産

卵

場

た

ら

し

む

可

し

。

只

下

流

に

沖

積

す

る

砂

土

は

屡

々

砂

州

を

変

形

し

て

舟

運

の

妨

を

な

し

或

は

日

高

港

湾

に

土

砂

を

流

入

せ

し

め

海

水

爲

に

浅

く

舟

の

碇

泊

に

不

便

を

来

す

こ

と

あ

る

は

免

れ

ざ

る

所

な

り

。

要

す

る

に

我

が

地

方

物

質

開

発

上

に

影

響

す

る

こ

と

謂

ふ

べ

し

。

ニ

、

池

種

別

名

称

位

置

周

囲

面

積

水

深

民

有

地

栗

林

溜

池

大

字

吉

田

字

栗

林

一

町

五

〇

間

一

反

五

セ

一

〇

歩

八

官

有

地

朱

家

谷

池

〃

〃

〃

朱

家

谷

五

町

三

〇

間

五

反

五

セ

一

〇

歩

二

〇

尺

仝

畑

池

其

の

一

〃

〃

〃

五

町

一

五

間

五

反

四

セ

二

〇

歩

二

四

尺
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種

別

名

称

位

置

周

囲

面

積

水

深

民

有

地

畑

池

其

の

二

大

字

吉

田

字

朱

家

谷

四

四

間

四

セ

一

二

歩

七

尺

仝

同

其

の

三

〃

〃

五

八

間

五

セ

一

歩

八

尺

仝

花

立

池

大

字

吉

田

字

大

谷

口

六

町

〇

〇

間

六

反

四

セ

五

歩

一

〇

尺

仝

衣

奈

ヶ

原

池

〃

〃

三

所

田

一

町

二

四

間

八

セ

一

〇

歩

七

尺

其

の

一

仝

仝

〃

〃

衣

奈

ヶ

原

一

町

〇

〇

間

六

セ

一

三

歩

八

尺

其

の

二

官

有

地

新

池

〃

〃

〃

四

町

二

五

間

四

反

五

セ

二

三

歩

一

二

尺

仝

六

右

ヱ

門

池

〃

〃

阪

東

三

町

三

八

間

三

反

八

セ

〇

二

歩

一

〇

尺

仝

久

々

津

谷

池

〃

〃

久

々

津

谷

四

町

〇

〇

間

四

反

五

セ

二

三

歩

一

〇

尺

仝

狐

塚

溜

池

南

〃

〃

狐

塚

二

町

〇

〇

間

一

反

八

セ

一

三

歩

八

尺

仝

〃

北

〃

〃

〃

四

三

間

四

セ

二

四

歩

七

尺

以

上

の

池

水

は

凡

て

灌

漑

に

供

す

五

、

地

体

地

形

狭

長

に

し

て

南

部

は

広

き

平

野

を

な

す

。

按

ず

る

に

往

古

は

當

村

現

今

の

平

野

は

浅

き

海

湾

を

な

し

て

、

前

叙

八

幡

山

と

矢

田

村

大

字

鐘

巻

道

成

寺

西

側

と

の

間

に

架

橋

あ

り

た

り

し

に

、

日

高

河

流

の

沖

積

作

用

に

基

因

し

遂

に

浅

き

海

湾

を

沈

積

し

て

現

状

に

至

り

た

る

こ

と

記

録

に

徴

し

或

は

口

碑

に

傳

ふ

る

所

な

り

。

其

の

他

之

を

事

実

に

徴

す

る

も

的

確

な

る

根

據

を

得

た

り

。

今

よ

り

一

百

年

以

前

前

記

道

成

寺

正

面

に

井

戸

を

開

鑿

せ

る

に

船

に

用

ひ

し

用

材

の

破

片

を

発

掘

し

た

り

と

い

ふ

。

元

来

我

が

地

方

地

質

は

農

商

務

省

実

測

精

査

本

縣

地

質

図

に

據

れ

ば

當

郡

の

大

部

分

は

中

世

層

に

し

て

一

部

西

牟

婁

郡

に

接

す

る

南

部

地

方

は

第

三

期

新

層

第

三

期

層

に

属

し

日

高

川

沿

岸

、

印

南

川

、

切

目

川

附

近

は

沖

積

層

に

属

す

る

を

以

て

明

ら

か

な

り

。

今

又

実

地

に

つ

き

て

調

査

す

る

に

當

村

平

野

は

悉

く

沖

積

砂

壌

土

よ

り

成

立

し

岩

石

多

く

は

砂

岩

よ

り

成

る

。

只

山

麓

丘

陵

に

あ

り

て

は

砂

岩

の

崩

壌

に

よ

り

て

粘

土

質

の

土

壌

の

存

在

す

る

を

見

る

の

み

。
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六

、

気

候

気

候

は

温

暖

四

季

順

調

な

る

を

以

て

一

定

の

変

化

を

保

つ

と

雖

も

之

と

不

時

に

急

変

せ

し

む

べ

き

原

因

な

け

れ

ば

之

を

変

ず

る

事

実

な

し

。

夏

は

南

東

気

候

風

に

よ

り

て

暑

熱

を

寛

く

す

と

雖

も

三

伏

の

日

往

々

炎

威

を

逞

し

う

し

冬

季

に

至

り

て

は

北

西

の

気

候

風

は

寒

威

を

加

へ

大

雪

を

見

る

年

あ

り

。

又

緯

度

は

温

滞

に

属

し

海

洋

に

稍

接

近

し

海

面

を

抜

く

こ

と

高

か

ら

ず

。

風

は

伯

緯

度

の

方

よ

り

吹

く

を

以

て

、

温

暖

に

し

て

稍

多

量

の

水

量

を

含

み

土

質

は

主

に

沖

積

砂

壌

土

よ

り

鳴

る

を

以

て

平

均

温

度

と

伯

下

す

る

に

あ

ら

ず

。

其

の

他

寒

暑

の

差

を

大

な

ら

し

む

る

源

因

な

し

。

一

、

気

温

最

高

八

月

末

華

氏

九

十

七

度

最

低

二

月

中

〃

四

十

度

一

、

雨

量

最

多

九

月

中

最

多

三

四

粍

最

少

三

粍

二

最

少

一

月

中

最

多

一

粍

四

最

少

〇

粍

五

一

、

変

化

総

説

に

於

い

て

絮

説

せ

る

如

く

之

を

変

化

せ

し

む

へ

き

真

実

な

し

。

一

、

風

春

最

多

風

向

南

東

夏

最

多

風

向

南

秋

最

多

風

向

北

冬

最

多

風

向

北

東

風

力

春

平

均

風

力

三

米

三

夏

同

二

米

六

秋

平

均

風

力

四

米

二

冬

同

三

米

八

天

気

春

快

晴

二

〇

晴

三

六

曇

三

〇

雪

一

四

夏

〃

二

〇

晴

三

八

〃

二

二

〃

二

〇

？

秋

〃

二

三

〃

四

〇

〃

二

二

〃

一

二

？

冬

〃

一

三

〃

四

五

〃

二

二

〃

二

〇

？

上

記

統

計

調

査

は

凡

て

明

治

四

十

二

年

度

に

據

る

。
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天

気

の

快

晴

、

晴

、

曇

、

雨

は

百

分

比

例

に

よ

る

。

一

、

自

然

及

人

事

に

対

す

る

影

響

四

季

気

候

の

順

調

は

五

風

十

雨

、

時

に

從

ひ

農

作

物

の

成

熟

に

適

し

山

林

の

繁

茂

に

適

す

る

の

み

な

ら

ず

製

紙

工

業

に

適

す

。

以

上

の

如

く

気

候

の

順

調

な

る

は

凡

て

人

類

の

衛

生

に

適

し

其

の

他

人

文

の

発

達

に

効

果

を

與

へ

つ

ゝ

あ

り

。

七

、

変

災

最

も

顕

著

な

る

天

変

地

変

と

し

て

は

既

に

前

述

地

体

の

條

に

述

べ

し

如

く

當

村

の

大

部

分

は

古

昔

海

一

、湾

を

な

し

た

り

し

が

日

高

川

は

年

々

歳

々

と

砂

洲

を

堆

積

し

て

遂

に

海

湾

を

変

じ

て

平

野

と

な

せ

り

。

其

の

他

の

災

害

は

明

治

二

十

二

年

八

月

の

洪

水

な

り

と

す

。

十

九

日

午

後

よ

り

洪

水

至

る

。

日

高

川

沿

岸

地

方

被

害

尤

も

甚

し

と

な

す

。

蓋

し

前

日

末

大

雨

頻

り

に

至

り

遂

に

廿

日

滔

々

日

高

川

に

漲

渣

す

。

倏

忽

我

が

村

沿

岸

堤

防

決

壊

し

氾

濫

横

溢

す

。

此

の

際

降

雨

尚

甚

だ

し

く

水

勢

益

々

強

し

時

夜

既

に

三

更

に

及

ば

ん

と

す

。

當

村

道

路

衢

路

は

疾

瀬

急

流

と

な

り

家

宅

浸

水

数

尺

に

及

ぶ

是

に

於

て

老

幼

避

く

る

に

道

な

く

救

を

求

め

る

悲

惨

の

声

は

水

声

と

共

に

響

き

凄

愴

惨

恒

実

に

言

語

に

作

す

べ

か

ら

ず

。

漸

く

に

し

て

短

艇

数

隻

水

を

激

し

て

泝

り

救

済

大

い

に

努

む

と

雖

も

水

勢

激

甚

頗

る

苦

む

。

忽

ち

に

し

て

見

る

家

屋

顛

覆

、

家

宝

財

物

多

く

流

亡

す

憐

む

べ

し

。

救

助

術

盡

き

激

波

努

濤

に

席

巻

せ

ら

れ

て

渺

茫

。

、

た

る

太

平

に

漂

流

し

遂

に

茲

に

非

命

の

死

を

遂

げ

し

者

少

か

ら

ず

田

園

悉

く

埋

没

不

毛

の

地

と

な

る

是

れ

當

村

附

近

に

於

け

る

水

害

の

状

況

な

り

と

す

。

二

十

一

日

水

漸

く

減

す

。

然

り

と

雖

も

被

害

人

民

の

衣

、

食

、

住

の

道

に

苦

む

者

頗

る

多

し

。

遂

に

當

村

斈

校

を

以

て

一

時

窮

民

の

住

居

に

徴

用

せ

り

。

此

の

天

災

の

爲

當

村

資

力

の

減

少

す

る

こ

と

実

に

甚

だ

し

く

諸

搬

事

業

中

農

業

製

紙

工

業

の

如

き

は

大

い

に

萎

靡

し

挽

回

も

又

容

易

な

ら

ざ

り

き

。

然

り

と

雖

人

民

も

と

よ

り

衣

、

食

、

住

根

元

の

生

産

力

の

恢

復

は

一

日

も

忽

に

す

べ

か

ら

ざ

る

べ

し

。

是

に

於

て

之

が

善

後

策

と

し

て

田

圃

の

埋

没

を

開

拓

せ

ざ

る

べ

か

ら

ず

。

日

高

川

堤

防

缺

壊

ヶ

所

の

修

築

、

井

堰

、

溝

渠

の

開

墾

（

鑿

）

等

を

爲

さ

ざ

る

べ

か

ら

サ
ク

ず

。

ま

た

道

路

の

改

修

を

爲

さ

ゞ

る

べ

か

ら

ず

。

因

っ

て

先

ず

田

圃

砂

除

工

事

に

着

手

し

た

れ

ど

も

容
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易

に

そ

の

効

果

を

収

む

べ

か

ら

ず

。

漸

く

翌

年

に

至

り

大

部

分

は

稲

の

植

付

を

爲

こ

と

を

得

同

時

に

追

次

堤

防

の

修

繕

、

溝

渠

の

改

修

を

行

へ

り

と

雖

も

若

野

井

堰

の

如

き

は

全

く

溝

渠

を

変

更

す

る

必

要

を

認

め

其

の

年

一

大

工

事

を

起

せ

し

が

翌

年

に

至

り

て

堤

防

修

繕

と

共

に

竣

成

し

道

路

の

修

繕

も

從

っ

て

進

行

し

た

り

。

是

に

於

て

農

業

は

漸

く

復

旧

し

て

経

営

す

る

を

得

た

り

し

が

、

洪

水

後

の

日

高

川

の

濁

流

は

容

易

に

清

澄

せ

ず

爲

に

土

地

製

紙

事

業

の

楮

の

晒

は

全

く

不

可

能

の

事

に

属

せ

る

を

以

て

大

に

斯

業

の

打

撃

を

来

し

地

方

生

産

力

の

消

長

に

大

に

影

響

し

た

り

。

是

に

対

し

恢

復

の

方

法

を

得

ら

る

べ

き

に

非

ず

、

唯

時

日

の

経

過

を

俟

ち

て

自

然

の

成

行

に

委

せ

ざ

る

べ

か

ら

ず

。

後

数

年

に

し

て

漸

く

斯

業

の

経

営

端

緒

を

得

る

に

至

れ

り

。

善

後

策

と

し

て

上

記

若

野

井

堰

の

改

修

は

実

に

其

の

當

時

の

焦

眉

の

急

に

し

て

然

も

困

難

な

る

一

大

一

、工

事

な

り

。

其

の

當

時

の

記

録

に

徴

す

る

に

工

事

資

計

金

壱

万

五

千

円

を

要

し

た

り

と

い

へ

ば

其

の

工

事

の

蓋

し

尋

常

の

工

事

に

非

り

し

こ

と

を

推

想

し

得

べ

し

。

是

に

於

て

有

田

者

よ

り

工

事

委

員

五

名

を

ユ

ウ

デ

ン

シ

ャ

選

擧

し

當

村

大

字

藤

井

小

池

徳

右

衛

門

、

矢

田

村

大

字

小

熊

清

水

幸

三

郎

、

藤

田

村

大

字

吉

田

塩

路

彦

太

郎

、

御

坊

町

大

字

島

塩

路

彦

七

、

湯

川

村

大

字

小

松

原

久

保

田

藤

蔵

の

五

氏

其

の

選

に

當

る

。

何

れ

も

村

治

に

専

與

し

公

共

的

事

業

に

は

手

腕

と

経

歴

を

有

せ

ら

る

。

爾

来

小

池

徳

右

衛

門

氏

は

其

の

委

員

長

と

な

り

此

の

工

事

に

関

し

て

は

満

腔

の

熱

誠

を

以

て

其

の

事

に

膺

り

設

計

宜

し

き

に

恊

ひ

作

業

は

指

よ
ろ

揮

監

督

大

ひ

に

努

め

て

進

行

上

毫

も

遺

憾

な

か

ら

し

め

他

工

事

委

員

誠

意

な

る

補

充

と

共

に

遂

に

そ

の

工

事

を

し

て

完

成

せ

し

め

て

豫

期

の

成

績

を

得

た

る

も

の

な

り

。

井

堰

口

の

隧

道

の

如

き

は

其

の

當

時

と

し

て

は

頗

る

奇

抜

に

し

て

然

も

最

も

適

切

な

る

設

計

な

り

。

溝

渠

は

そ

の

方

面

に

あ

り

て

は

從

来

よ

り

山

側

に

移

し

大

字

藤

井

人

家

周

密

の

箇

所

に

至

り

て

は

其

の

後

方

に

導

き

て

從

来

其

の

中

央

に

あ

り

し

も

の

と

変

更

し

た

り

。

後

明

治

三

十

年

五

月

又

洪

水

あ

り

て

、

前

記

日

高

川

堤

防

百

余

間

決

壊

す

。

因

っ

て

工

事

委

員

を

選

擧

し

當

村

大

字

藤

井

小

池

甚

一

郎

、

同

大

字

吉

田

塩

路

嘉

右

衛

門

、

御

坊

町

大

字

島

塩

路

周

蔵

之

に

選

任

せ

ら

れ

當

村

長

小

池

徳

太

郎

と

戮

力

工

事

を

完

成

せ

り

。
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第

貳

編

人

文

誌

一

、

沿

革

當

郡

古

六

郷

あ

り

。

内

原

、

財

部

、

清

水

、

石

淵

、

余

部

、

南

部

と

云

い

當

村

は

財

部

郷

に

包

含

せ

イ
ワ

ア
マ
リ
ベ

ミ

ナ

ベ

ら

れ

た

り

し

に

、

中

世

當

郷

は

南

部

郷

と

共

に

神

宮

の

神

領

と

な

り

、

後

郷

廃

せ

ら

れ

て

荘

と

な

り

十

。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

八

荘

に

区

劃

せ

ら

る

曰

く

高

家

富

安

志

賀

三

尾

小

池

財

部

薗

矢

田

川

上

寒

川

山

路

、

岩

内

、

山

田

、

上

野

、

印

南

、

切

目

、

岩

代

、

南

部

の

十

八

荘

是

な

り

。

而

し

て

我

が

村

は

矢

田

の

庄

に

包

含

せ

ら

る

。

後

世

土

豪

小

を

併

せ

隣

を

掠

め

各

割

據

の

勢

を

な

し

て

當

郡

の

荘

は

大

畧

湯

川

直

春

の

服

圖

に

入

り

た

り

し

が

當

荘

の

み

は

逸

見

万

壽

丸

（

逸

見

万

壽

丸

は

甲

斐

源

氏

な

り

其

の

後

其

の

祖

後

村

上

天

皇

に

奉

仕

し

数

度

の

武

功

あ

り

て

當

荘

を

給

は

る

と

云

ふ

）

の

領

地

と

な

り

し

を

降

っ

て

豊

臣

秀

吉

南

伐

諸

豪

を

討

平

し

て

皆

公

邑

と

な

せ

り

。

元

和

中

徳

川

頼

宣

の

封

を

紀

伊

に

受

く

る

、

、

、

、

や

海

部

郡

由

良

衣

奈

の

二

荘

を

南

海

部

と

名

づ

け

て

當

郡

に

併

せ

更

に

志

賀

組

入

山

組

天

田

組

江

川

組

、

中

山

中

組

、

山

地

組

、

南

谷

組

、

切

目

組

、

南

部

組

の

九

組

と

す

。

各

組

に

は

長

を

置

き

て

管

轄

す

。

當

村

は

江

川

組

に

包

含

せ

ら

る

。

明

治

維

新

の

際

、

朝

廷

始

め

て

藩

政

を

布

き

當

郡

を

和

歌

山

藩

に

属

せ

し

め

ら

る

。

藩

則

ち

民

政

局

を

設

置

し

て

之

を

統

治

せ

り

。

後

明

治

四

年

廃

藩

置

縣

の

後

紀

伊

全

国

を

七

大

区

に

分

ち

當

郡

は

其

の

第

六

区

に

當

る

。

然

し

て

又

之

を

八

小

区

に

分

ち

現

今

の

當

村

は

其

の

際

の

四

の

小

区

中

に

編

入

せ

ら

れ

藤

井

村

、

吉

田

村

と

称

へ

し

な

り

。

小

区

に

は

各

会

議

所

を

設

け

小

区

長

を

置

き

て

分

轄

せ

し

め

し

が

、

明

治

十

二

年

十

一

月

太

政

官

布

告

を

以

て

郡

区

改

政

の

事

あ

り

。

即

ち

從

前

の

大

小

区

を

廃

し

從

っ

て

小

区

長

を

廃

め

當

縣

下

を

一

区

八

郡

の

行

政

区

劃

に

収

め

郡

に

郡

長

を

、

区

に

区

長

を

置

き

郡

区

の

行

政

事

務

を

綜

理

す

る

こ

と

ゝ

な

り

郡

を

村

に

分

ち

各

村

に

は

戸

長

役

場

を

置

き

て

、

其

の

村

内

の

行

政

事

務

を

分

掌

し

た

り

。

現

今

の

當

村

両

大

字

は

分

離

し

て

二

箇

の

行

政

区

劃

と

な

り

藤

井

村

、

吉

田

村

と

云

ひ

た

り

き

。

後

明

治

十

八

年

に

至

り

郡

区

行

政

区
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劃

の

併

合

を

行

ふ

に

當

り

大

字

藤

井

は

（

現

今

）

其

の

當

時

野

口

、

鐘

巻

、

土

生

、

小

熊

、

千

津

川

、

中

津

川

と

合

一

し

て

戸

長

役

場

を

設

置

し

、

現

今

大

字

吉

田

は

小

松

原

、

財

部

、

富

安

、

丸

山

と

合

一

し

て

同

之

を

設

立

し

て

行

政

区

劃

の

変

更

を

来

し

た

り

。

明

治

二

十

二

年

四

月

一

日

政

府

始

め

て

町

村

制

を

施

行

し

從

来

の

藤

井

村

、

吉

田

村

を

併

合

し

て

一

村

と

な

し

、

即

ち

之

を

藤

田

村

と

称

し

元

両

村

を

大

字

藤

井

、

大

字

吉

田

と

い

ふ

。

即

ち

現

今

の

区

劃

と

な

り

し

な

り

。

二

、

大

字

区

劃

大

字

藤

井

大

字

吉

田

土

地

相

近

接

せ

る

の

み

な

ら

ず

地

質

の

構

造

も

大

部

分

同

種

類

に

し

て

、

只

大

字

吉

田

の

小

部

分

に

僻

在

す

る

土

地

は

之

を

異

に

し

從

っ

て

田

圃

の

灌

漑

は

同

一

の

井

堰

よ

り

供

給

を

受

く

。

は

人

家

稠

密

に

し

て

日

高

川

に

沿

ひ

て

市

街

を

形

造

り

南

北

端

に

あ

り

て

は

市

街

の

形

勢

よ

藤

井り

分

離

し

て

人

家

散

在

す

。

は

人

家

各

所

に

散

在

し

大

字

は

古

来

数

箇

の

小

字

に

分

れ

て

各

名

称

あ

り

。

東

藤

井

を

接

す

吉

田る

を

東

吉

田

、

北

な

る

を

北

吉

田

、

南

な

る

を

出

島

、

其

の

西

を

下

野

、

尚

其

の

西

を

津

井

切

、

更

に

西

南

を

天

神

と

言

ふ

。

而

し

て

各

大

字

間

は

道

路

開

通

し

て

交

通

甚

だ

便

利

な

り

。

殊

に

藤

井

は

日

高

川

に

沿

ひ

我

が

郡

東

西

交

通

の

要

衝

に

し

て

、

古

来

商

工

業

盛

に

行

は

れ

爲

に

現

今

の

富

を

致

し

て

今

尚

商

工

業

行

は

る

。

三

、

戸

口

紀

伊

續

風

土

記

に

よ

れ

ば

藤

井

家

数

百

五

十

六

戸

、

人

口

六

百

四

十

五

人

・

吉

田

家

数

百

六

十

戸

、

人

口

七

百

七

十

九

人

と

あ

り

其

の

當

時

よ

り

見

れ

ば

人

口

の

増

加

は

な

し

。

明

治

初

年

よ

り

の

状

況

を

調

査

す

る

に

何

れ

も

遂

年

増

加

を

来

せ

り

。

戸

数

も

大

な

る

増

加

を

見

ず

と

雖

も

各

大

字

共

同

上

増

加

を

来

せ

り

。

上

記

沿

革

に

於

て

戸

数

を

叙

べ

し

が

現

今

も

戸

口

は

増

加

の

状

況

に

し

て

減

少

の

傾

向

な

し

。

出

一

総

説

稼

人

は

吉

田

に

多

く

、

入

寄

留

人

・

出

寄

留

人

共

に

藤

井

に

多

し

。

而

し

て

吉

田

は

農

民

多

数

を
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當

村

歴

史

年

表
上

古

１

～

１

８

４

４

中

世

１

８

４

５

～

２

０

５

２

後

世

２

０

５

３

～

２

５

２

７

年

（

１

８

４

４

）

（

２

０

８

）

（

４

７

５

）

代

建

国

創

始

鎌

倉

幕

府

創

設

群

雄

割

拠

永

和

封

建

以

降

財

部

郷

矢

田

荘

江

川

組

区

劃

名

称

ノ

中

藤

井

村

・

吉

田

村

藤

井

村

・

吉

田

村

の

変

遷

統

治

權

天

皇

政

治

武

門

政

治

の

変

遷

国

造

国

司

領

主

年

近

世

２

５

２

８

～

２

５

７

０

（

４

３

）

代

明

治

維

新

明

治

十

二

年

以

降

明

治

二

十

二

年

以

降

第

六

大

区

四

小

区

区

劃

名

称

藤

井

村

・

吉

田

村

藤

井

村

・

吉

田

村

藤

田

村

の

変

遷

王

政

復

古

統

治

權

知

藩

事

縣

令

知

事

の

変

遷

区

長

郡

長

戸

長

戸

長

村

長
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占

め

て

藤

井

は

商

工

業

者

多

数

を

占

む

。

十

年

間

の

累

計

比

較

表

は

第

壱

号

、

第

二

号

在

籍

及

現

住

と

区

別

す

。

一

人

口

在

籍

人

口

男

女

別

十

年

間

累

計

比

較

表

別

表

第

壱

号

現

在

人

口

男

女

別

（

現

住

者

）

及

十

年

間

の

累

計

比

較

表

第

二

号

男

七

百

九

十

七

人

女

七

百

九

十

人

明

治

四

十

三

年

三

月

三

十

一

日

調

査

密

度

一

方

里

ニ

付

壱

万

三

千

二

百

十

八

人

十

年

間

の

累

計

比

較

表

（

職

業

別

）

別

表

第

三

号

一

戸

数

戸

数

総

数

二

百

八

十

一

戸

明

治

四

十

三

年

三

月

三

十

一

日

調

査

毎

戸

平

均

五

人

三

分

強

十

年

間

累

計

比

較

表

（

職

業

別

）

別

表

第

四

号

一

出

稼

人

但

「

出

」

の

方

面

に

し

て

「

入

」

の

分

は

無

し

出

稼

方

面

北

米

合

衆

国

・

加

奈

陀

・

清

国

職

業

農

業

・

商

業

出

稼

人

の

與

ふ

る

影

響

物

質

的

方

面

、

精

神

的

方

面

に

較

著

な

る

影

響

を

與

へ

た

り

。

出

稼

人

は

重

に

労

働

に

從

事

し

て

労

銀

を

蓄

積

し

之

を

本

国

に

送

り

以

て

其

の

富

を

増

加

し

産

を

造

る

を

目

的

と

し

一

旦

皈

国

し

て

爲

に

分

限

を

進

め

て

物

質

的

に

彼

等

の

社

会

的

地

位

を

進

め

、

精

神

的

方

面

に

あ

り

て

は

挺

身

万

里

の

波

濤

激

浪

と

戰

ひ

移

住

地

に

あ

り

て

艱

難

に

堪

へ

て

業

務

に

勵

精

せ

し

を

以

て

冒

険

的

精

神

を

養

ひ

勇

敢

の

気

象

を

練

り

忍

耐

の

良

習

慣

を

築

成

す

。

而

し

て

、

文

明

国

の

実

状

を

見

て

各

自

の

知

識

を

開

発

す

る

処

あ

る

の

み

な

ら

ず

気

宇

を

広

大

に

し

て

世

介

的

大

国

民

の

襟

度

を

習

ふ

所

あ

り

。

故

に

地

方

人

民

を

し

て

成

功

者

に

対

し

其

の

物

質

的

成

功

を

羨

望

せ

し。

む

る

の

み

な

ら

ず

精

神

上

の

感

化

即

ち

無

形

の

上

に

於

て

與

ふ

る

影

響

亦

尠

し

と

せ

ざ

る

な

り

移

住

人

は

十

年

間

に

亘

る

も

統

計

に

計

上

す

る

人

数

に

至

ら

ず

、

殆

ん

ど

皆

無

な

る

を

以

て

之

を

一

移

住

人

省

略

せ

り

。

十

年

間

累

計

比

較

表

別

表

第

五

号

一

寄

留

人
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別

表

第

一

号

在

籍

人

口

男

女

別

十

年

間

累

計

比

較

表

年

度

男

女

計

明

治

三

十

三

年

度

九

八

二

人

八

〇

三

人

一

七

八

五

人

〃

三

十

四

〃

一

〇

〇

一

八

一

九

一

八

二

〇

〃

三

十

五

〃

一

〇

七

〇

八

三

八

一

九

〇

八

〃

三

十

六

〃

一

〇

三

〇

八

四

〇

一

八

七

〇

〃

三

十

七

〃

一

〇

六

二

八

六

八

一

九

〇

三

〃

三

十

八

〃

一

〇

一

九

八

三

三

一

八

五

二

〃

三

十

九

〃

一

〇

一

四

八

四

〇

一

八

五

四

〃

四

十

〃

一

〇

二

五

八

四

〇

一

八

六

五

〃

四

十

一

〃

一

〇

四

七

八

五

六

一

九

〇

三

〃

四

十

二

〃

一

〇

五

六

八

六

三

一

九

一

九

別

表

第

貳

号

現

在

人

口

男

女

別

十

年

間

累

計

比

較

表

年

度

男

女

計

明

治

三

十

三

年

度

八

九

五

人

七

九

五

人

一

六

九

〇

人

〃

三

十

四

〃

九

二

七

八

二

二

一

七

五

一

〃

三

十

五

〃

九

三

〇

八

八

〇

一

八

一

〇

〃

三

十

六

〃

八

七

三

七

七

四

一

六

四

七

〃

三

十

七

〃

九

二

三

八

一

八

一

七

四

一

〃

三

十

八

〃

九

二

六

八

二

三

一

七

四

九

〃

三

十

九

〃

九

二

五

八

二

七

一

七

五

二

〃

四

〇

〃

九

一

〇

八

三

八

一

七

四

八

〃

四

一

〃

八

六

九

七

一

一

一

五

八

〇

〃

四

二

〃

八

七

二

七

一

五

一

五

八

七

別

表

第

三

号

戸

数

十

年

間

累

計

比

較

表

年

度

農

業

商

業

工

業

庶

業

計

勞

力

明

治

三

十

三

年

度

一

七

八

人

三

五

戸

六

〇

戸

二

戸

三

戸

二

七

八

〃

三

十

四

〃

一

八

〇

三

三

五

六

九

二

二

八

〇

〃

三

十

五

〃

一

七

七

三

五

六

〇

一

八

五

二

九

五
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年

度

農

業

商

業

工

業

庶

業

計

勞

力

〃

三

十

六

〃

一

八

五

三

五

五

一

一

八

六

二

九

五

〃

三

十

七

〃

一

八

九

三

四

五

一

七

四

二

八

五

〃

三

十

八

〃

一

八

七

三

三

四

〇

一

七

五

二

八

二

〃

三

十

九

〃

一

八

五

三

四

四

三

一

七

四

二

八

三

〃

四

十

〃

一

九

〇

三

〇

四

八

二

〇

一

二

八

九

〃

四

十

一

〃

一

八

七

三

四

五

〇

七

二

二

八

〇

〃

四

十

二

〃

一

八

五

三

五

四

二

一

五

四

二

八

一

別

表

第

四

号

出

稼

人

十

年

間

累

計

比

較

表

（

職

業

別

）

年

度

農

業

商

業

米

国

清

国

計

明

治

三

十

三

年

度

一

〇

人

〇

人

一

〇

人

〇

人

一

〇

人

〃

三

十

四

〃

一

〇

〇

一

〇

〇

一

〇

〃

三

十

五

〃

一

〇

〇

一

〇

〇

一

〇

〃

三

十

六

〃

一

三

〇

一

三

〇

一

三

〃

三

十

七

〃

一

三

〇

一

三

〇

一

三

〃

三

十

八

〃

一

一

一

一

一

一

一

二

〃

三

十

九

〃

一

〇

〇

一

〇

〇

一

〇

〃

四

十

〃

一

〇

一

一

〇

一

一

一

〃

四

十

一

〃

一

七

二

一

七

二

一

九

〃

四

十

二

〃

二

〇

三

二

〇

三

二

三

別

表

第

五

号

寄

留

人

十

年

間

累

計

比

較

表

年

度

出

寄

留

人

入

寄

留

人

計

明

治

三

十

三

年

度

八

五

人

一

三

人

九

八

人

〃

三

十

四

〃

五

九

二

〇

七

九

〃

三

十

五

〃

八

八

一

八

一

〇

六

〃

三

十

六

〃

二

一

〇

二

一

二

三

一

〃

三

十

七

〃

一

七

六

二

七

二

〇

三

〃

三

十

八

〃

九

一

四

九

一

四

〇
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年

度

出

寄

留

人

入

寄

留

人

計

〃

三

十

九

〃

九

二

四

八

一

四

〇

〃

四

十

〃

一

〇

六

四

〇

一

四

六

〃

四

十

一

〃

三

〇

四

二

八

三

三

二

〃

四

十

二

〃

三

〇

九

一

五

三

二

四

四

、

官

衙

及

公

署

田

村

役

場

と

称

す

。

明

治

二

十

二

年

現

行

町

村

制

実

施

以

前

は

既

に

絮

説

せ

し

如

く

當

大

字

藤

當

村

役

場

藤井

は

藤

井

村

と

称

し

土

生

其

の

他

の

村

と

一

つ

の

地

方

行

政

区

劃

と

な

り

て

、

現

今

大

字

藤

井

に

戸

長

役

場

を

設

置

せ

ら

れ

た

り

し

が

町

村

制

実

施

後

も

同

地

に

役

場

を

設

置

し

て

藤

田

村

役

場

と

始

め

て

称

し

た

り

。

建

築

物

は

民

家

を

假

用

し

て

屡

々

其

の

位

置

を

轉

じ

た

り

し

が

明

治

三

十

四

年

新

築

し

た

り

。

是

れ

現

今

の

當

村

の

役

場

な

り

。

藤

井

郵

便

局

は

曩

に

大

字

藤

井

に

設

置

せ

ら

れ

た

り

し

に

後

之

を

廃

し

更

に

明

治

四

十

年

三

月

十

藤

井

郵

便

局

六

日

之

を

大

字

藤

井

二

二

〇

九

番

地

に

開

設

し

後

同

四

十

三

年

十

一

月

一

日

よ

り

電

信

も

開

通

す

る

に

至

れ

り

。

開

局

以

来

小

池

松

太

郎

氏

は

局

長

と

し

て

就

職

し

て

現

任

中

な

り

。

比

年

其

の

業

務

は

発

展

し

つ

ゝ

あ

り

。藤

田

村

巡

査

駐

在

所

は

大

字

藤

井

専

念

寺

領

域

内

に

設

置

せ

ら

れ

た

り

し

御

坊

警

察

署

藤

田

村

巡

査

駐

在

所

が

明

治

三

十

四

年

當

村

役

場

の

新

築

と

共

に

其

の

側

面

に

建

築

し

た

り

。

是

れ

現

今

の

駐

在

所

に

し

て

其

の

受

持

区

域

は

現

今

當

村

限

り

と

な

れ

り

。

五

、

経

済

及

財

政

當

村

経

済

組

織

は

農

を

中

心

と

せ

り

、

即

ち

農

本

主

義

な

り

。

旧

徳

川

藩

政

の

頃

よ

り

大

字

吉

田

は

千

石

の

米

産

地

と

称

せ

ら

れ

、

土

地

豊

沃

水

利

完

備

し

人

民

農

に

力

め

た

り

、

か

く

生

産

の

要

素

充

実

し

た

り

。

吉

田

の

名

称

も

因

り

て

来

る

所

あ

り

と

云

ふ

べ

し

。

其

の

産

額

は

其

の

需

要

を

充

し

て

余

り

あ

り

。

近

頃

時

勢

の

進

歩

に

伴

ひ

、

大

い

に

農

事

を

改

良

し

て

其

の

産

額

を

饒

多

な

ら

し

む

る

に

至

り
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た

れ

ば

経

済

は

益

々

濶

沢

な

る

に

至

れ

り

。

又

工

業

と

し

て

の

製

紙

は

比

年

盛

況

に

向

ひ

別

項

調

査

の

現

状

に

し

て

是

亦

當

村

経

済

の

潤

沢

を

得

し

め

つ

ゝ

あ

り

。

近

時

国

務

の

範

囲

及

種

類

の

増

加

と

共

に

地

方

自

治

團

体

の

政

務

亦

大

ひ

に

増

加

し

又

自

治

團

体

と

し

て

経

営

す

べ

き

事

業

は

益

加

は

る

の

状

勢

な

れ

ば

財

政

の

ぼ

う

（

膨

）

張

は

已

む

を

得

ざ

る

所

な

る

べ

き

を

以

て

一

定

の

村

是

を

立

て

ゝ

基

本

財

産

の

増

殖

を

図

り

或

は

勤

倹

貯

蓄

の

方

法

を

講

じ

以

て

国

運

の

発

展

に

伴

ふ

こ

と

に

努

め

つ

ゝ

あ

り

。

前

叙

の

如

く

現

今

国

家

庶

政

の

更

張

に

從

ひ

歳

出

入

豫

算

は

膨

張

の

免

れ

ざ

る

所

な

り

。

基

本

財

総

説

。

産

及

部

落

有

財

産

増

殖

の

方

法

を

立

て

た

り

と

雖

も

其

の

方

法

た

る

や

全

然

積

極

的

方

法

に

出

ず

從

て

其

の

増

加

率

は

著

し

か

ら

ず

。

貯

蓄

の

規

約

を

制

定

し

た

る

は

近

年

の

事

に

属

す

。

從

っ

て

是

亦

其

の

貯

蓄

未

だ

著

し

か

ら

ざ

る

な

り

。

決

算

表

に

あ

り

各

欸

項

に

分

ち

十

年

間

の

累

計

比

較

表

別

表

第

六

号

歳

出

額

凡

て

當

村

長

之

を

保

管

し

て

其

の

統

一

を

計

り

増

殖

を

爲

す

。

基

本

財

産

及

部

落

有

財

産

種

目

毎

に

十

年

間

の

累

計

比

較

表

別

表

第

七

号

毎

戸

租

税

平

均

負

担

額

別

表

第

八

号

嘗

て

當

村

小

斈

校

新

築

に

於

て

起

債

し

た

る

こ

と

あ

り

し

に

所

定

の

年

数

を

経

過

し

て

爾

来

之

を

公

債

消

却

し

て

現

今

は

之

を

設

定

せ

ず

。

条

例

及

び

規

約

を

設

定

し

た

る

一

般

の

は

前

叙

の

状

況

な

る

べ

し

と

雖

各

自

の

貯

蓄

は

民

資

貯

蓄

の

状

況
の

充

実

に

よ

り

年

々

多

大

の

増

加

を

来

す

の

現

状

に

あ

り

。

規

約

貯

金

表

別

表

第

九

号

別

表

第

六

号

歳

出

入

額

各

欸

分

十

年

間

の

累

計

比

較

表

金

額

年

度

歳

出

歳

入

差

引

明

治

三

十

三

年

度

二

三

二

八

円

三

一

八

二

三

二

八

円

三

一

八

ー

円

〃

三

十

四

〃

二

二

七

〇

九

二

九

二

二

七

〇

九

二

九

ー

〃

三

十

五

〃

六

四

四

三

〇

五

五

六

五

八

四

六

〇

五

四

一

五

五

〃

三

十

六

〃

五

二

五

四

七

一

〇

五

三

六

三

七

六

〇

一

〇

九

〇

五

〇

〃

三

十

七

〃

三

一

四

九

四

六

九

三

三

五

一

九

五

一

二

〇

二

四

八

二

〃

三

十

八

〃

三

四

二

八

五

五

九

三

五

一

三

二

八

五

八

四

七

二

六

〃

三

十

九

〃

三

〇

〇

七

五

八

三

一

〇

九

八

二

八

一

〇

二

二

四

八
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金

額

年

度

歳

出

歳

入

差

引

〃

四

十

〃

二

六

七

〇

二

二

一

二

七

二

〇

三

五

六

五

〇

一

三

五

〃

四

十

一

〃

二

五

七

九

三

七

八

二

六

〇

一

二

五

五

二

一

八

七

七

〃

四

十

二

〃

二

七

〇

八

四

七

八

三

一

七

一

五

一

一

四

六

三

〇

三

三

歳

出

各

欸

別

十

年

間

の

累

計

比

較

表

役

場

費

会

議

費

教

育

費

土

木

費

衛

生

費

其

他

計

年

度

／

欸

勧

業

費

明

治

三

十

三

年

度

六

二

六

六

三

三

二

一

〇

八

七

一

四

六

三

二

二

九

三

一

四

六

五

七

五

〇

一

七

二

三

九

五

七

三

八

六

二

三

二

八

三

一

八

〃

三

十

四

〃

一

一

七

四

七

五

八

三

一

四

四

九

一

六

六

三

四

ー

三

八

一

二

三

〇

〇

〇

七

九

九

七

七

二

二

七

〇

九

二

九

〃

三

十

五

〃

六

六

二

七

六

三

〇

五

七

五

四

八

九

六

五

六

ー

一

五

七

三

七

八

一

八

三

一

〇

〇

八

四

四

六

四

四

三

〇

五

五

〃

三

十

六

〃

六

八

五

六

八

五

一

七

四

〇

一

八

六

二

〇

六

八

一

七

四

三

六

六

一

二

八

四

五

五

三

八

四

七

八

七

八

九

七

一

五

二

五

四

七

一

〇

〃

三

十

七

〃

六

七

二

四

六

八

二

一

八

〇

四

一

二

四

一

六

〇

四

七

七

〇

二

八

一

〇

七

三

三

〇

〇

〇

二

二

一

二

八

三

五

三

一

四

九

四

六

九

〃

三

十

八

〃

六

六

四

二

〇

八

一

八

八

七

二

一

四

四

七

五

九

〇

ー

一

〇

九

二

ー

一

二

八

六

九

六

九

三

四

二

八

五

五

九

〃

三

十

九

〃

六

二

四

四

六

三

二

四

八

九

二

一

六

〇

八

一

四

四

一

〇

九

八

六

六

六

七

五

三

三

〇

六

八

八

二

二

六

三

〇

〇

七

五

八

〇

〃

四

十

〃

六

八

一

三

一

七

三

六

五

三

五

一

六

六

六

〇

八

六

ー

三

二

八

六

一

六

四

一

二

三

七

〇

二

二

六

七

〇

二

二

一

〃

四

十

一

〃

七

三

九

一

八

九

四

四

五

六

〇

一

五

二

五

一

九

八

一

七

三

五

一

〇

七

三

四

〇

〇

二

四

一

九

五

一

二

五

七

九

三

七

八

〃

四

十

二

〃

七

六

二

四

〇

四

二

四

一

八

〇

一

四

九

一

〇

八

二

三

〇

〇

〇

一

〇

三

九

二

二

〇

四

一

五

二

二

二

二

七

〇

八

四

七

八

別

表

第

七

号

基

本

財

産

種

目

毎

に

十

年

間

の

累

計

比

較

及

部

落

有

財

産

表

諸

公

債

證

書

價

額

年

度

土

地

價

額

建

物

價

額

穀

物

價

額

〃

三

十

三

〃

ー

一

〇

〇

〇

〇

〇

ー

ー

〃

三

十

四

〃

ー

一

〇

〇

〇

〇

〇

ー

ー

〃

三

十

五

〃

ー

一

〇

〇

〇

〇

〇

ー

ー

〃

三

十

六

〃

ー

一

〇

〇

〇

〇

〇

ー

ー

〃

三

十

七

〃

ー

二

〇

〇

〇

〇

〇

ー

ー

〃

三

十

八

〃

ー

五

八

〇

〇

〇

〇

ー

ー

〃

三

十

九

〃

ー

五

八

〇

〇

〇

〇

ー

ー

〃

四

十

〃

一

五

〇

〇

〇

五

八

〇

〇

〇

〇

ー

ー

〃

四

十

一

〃

一

五

〇

〇

〇

五

八

〇

〇

〇

〇

ー

ー
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諸

公

債

證

書

價

額

年

度

土

地

價

額

建

物

價

額

穀

物

價

額

〃

四

十

二

〃

一

五

〇

〇

〇

五

八

〇

〇

〇

〇

ー

ー

諸

株

券

價

額

現

金

合

計

其

ノ

他

額

面

價

額

二

五

〇

〇

六

四

八

五

〇

二

〇

〇

〇

〇

〇

一

二

八

九

八

五

〇

五

〇

〇

〇

六

四

八

五

〇

二

〇

〇

〇

〇

〇

一

三

一

四

八

五

〇

七

五

〇

〇

六

四

八

五

〇

二

五

〇

〇

〇

〇

一

三

八

九

八

五

〇

一

〇

〇

〇

〇

九

二

四

一

五

二

五

〇

〇

〇

〇

一

四

四

二

四

〇

五

一

〇

〇

〇

〇

九

二

四

一

五

三

〇

〇

〇

〇

〇

二

四

九

二

四

一

五

一

〇

〇

〇

〇

九

二

四

一

五

五

二

〇

〇

〇

〇

六

五

一

二

四

一

五

一

〇

〇

〇

〇

九

二

四

一

五

五

五

〇

〇

〇

〇

六

五

四

二

四

一

五

一

〇

〇

〇

〇

九

二

四

一

五

六

〇

〇

〇

〇

〇

六

六

〇

七

四

一

五

一

〇

〇

〇

〇

九

五

九

一

五

六

〇

〇

〇

〇

〇

六

六

一

〇

九

一

五

一

〇

〇

〇

〇

二

七

二

八

四

九

六

三

〇

〇

〇

〇

六

七

六

七

八

四

九

部

落

有

財

産

表

土

地

反

別

價

額

畑

・

郡

村

宅

地

・

山

林

・

平

野

三

七

町

〇

二

畝

一

三

歩

六

三

円

九

三

九

第

八

号

毎

戸

租

税

平

均

負

担

額

年

度

国

税

縣

税

村

税

金

額

人

員

平

均

金

額

平

均

金

額

平

均

人

員

人

員

明

治

三

十

三

年

度

二

九

一

七

四

四

三

一

〇

一

二

二

八

八

三

一

三

六

九

三

二

九

二

七

八

四

九

二

五

一

五

四

七

三

三

〇

二

七

八

五

五

六

四

〃

三

十

四

〃

三

〇

七

〇

六

六

二

一

〇

三

〇

二

九

八

一

一

九

七

二

二

一

六

二

八

〇

七

〇

四

三

二

〇

六

四

〇

六

一

二

八

〇

七

三

七

一

〃

三

十

五

〃

三

二

二

三

八

九

七

一

〇

四

九

三

〇

七

三

一

八

九

四

三

七

〇

二

九

五

六

四

二

二

二

八

二

一

一

二

九

二

九

五

九

五

六

三

〃

三

十

六

〃

二

一

九

七

五

五

九

九

一

八

二

三

八

五

二

二

〇

一

四

三

〇

二

九

五

七

四

六

三

二

二

六

九

三

二

五

二

九

五

七

六

九

三

〃

三

十

七

〃

二

七

四

九

七

二

四

九

三

八

二

七

一

八

一

三

二

七

五

六

〇

二

八

五

四

六

五

八

二

四

二

五

二

五

〇

二

八

五

八

五

一

〇

〃

三

十

八

〃

四

一

五

三

七

四

八

一

〇

一

六

四

〇

八

八

一

六

九

三

〇

二

〇

二

八

二

六

〇

〇

三

二

四

一

八

一

一

〇

二

八

二

八

五

七

五

〃

三

十

九

〃

四

八

六

五

六

四

八

九

二

四

五

二

六

五

一

九

四

一

八

〇

〇

二

八

三

六

八

六

一

二

〇

一

四

二

三

〇

二

八

三

七

一

七

四
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年

度

国

税

縣

税

村

税

金

額

人

員

平

均

金

額

平

均

金

額

平

均

人

員

人

員

〃

四

十

〃

四

九

九

五

六

五

九

一

〇

四

六

四

四

七

五

一

八

三

四

四

六

八

二

八

九

六

三

六

八

一

八

三

二

八

七

六

二

八

九

六

三

四

二

〃

四

十

一

〃

五

三

〇

九

七

一

〇

一

二

二

四

四

三

三

七

一

八

五

二

九

五

〇

二

八

〇

六

六

一

二

一

九

三

〇

一

二

二

八

〇

六

八

九

三

〃

四

十

二

〃

六

〇

二

二

七

二

一

二

二

八

四

九

〇

四

一

七

七

四

八

八

五

二

八

一

六

三

一

五

二

五

八

九

三

四

五

二

八

一

九

二

一

五

別

表

第

九

号

規

約

貯

金

表

年

度

金

額

戸

口

一

戸

平

均

明

治

四

十

二

年

度

三

六

五

六

五

〇

一

二

〇

三

〇

四

七

円

戸

六

、

生

業

古

来

土

地

自

然

の

形

勢

に

よ

り

て

吉

田

は

殆

ど

農

業

に

し

て

藤

井

は

多

く

商

工

業

な

り

。

沿

革

現

今

に

於

て

も

同

一

の

状

況

な

り

。

而

し

て

何

れ

も

時

勢

の

進

歩

に

伴

ひ

改

良

進

歩

せ

り

。

イ

農

業

元

来

放

從

粗

放

な

る

農

業

は

人

口

の

増

殖

及

経

濟

の

進

歩

に

伴

ひ

集

約

に

赴

き

た

る

も

の

に

し

て

當

村

農

業

の

有

様

も

大

要

之

れ

に

洩

れ

ず

。

近

年

政

府

督

勵

に

よ

り

斯

の

斈

理

の

進

歩

に

伴

ひ

應

用

の

途

開

け

大

い

に

斯

業

を

改

善

せ

り

。

然

し

て

將

来

益

々

改

良

発

展

の

傾

向

あ

り

。

別

表

第

十

号

田

畑

面

積

自

作

農

・

小

作

農

の

区

別

別

表

第

十

一

号

主

要

農

産

額

種

別

表

ロ

牧

畜

一

般

の

状

況

よ

り

牧

畜

と

し

て

見

る

べ

き

も

の

な

し

と

雖

も

大

字

吉

田

阪

本

藤

吉

氏

は

明

治

一

七

、

八

年

の

頃

よ

り

將

来

の

我

国

家

の

形

勢

を

達

観

し

て

牧

畜

業

の

我

国

家

の

有

利

有

益

の

事

業

た

る

事

を

確

信

し

爾

来

熱

心

以

て

着

々

其

の

事

業

を

経

営

し

牛

種

の

改

良

を

計

り

或

は

牛

乳

の

搾

取

を

企

て

其

の

販

路

を

拡

張

し

た

り

。

當

郡

に

於

け

る

牛

乳

販

賣

の

嚆

矢

に

し

て

現

今

に

あ

り

て

は

其

飼

養

頭

数

百

余

頭

に

達

し

從

っ

て

多

量

の

牛

乳

を

産

出

し

て

地

方

の

需

要

を

充

た

し

營

利

の

外

其

利

便

を

図

り

つ

ゝ

あ
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り

。

ハ

林

業

林

業

と

し

て

述

ぶ

べ

き

も

の

な

し

。

ニ

漁

業

漁

業

と

し

て

述

ぶ

べ

き

も

の

な

し

。

別

表

第

十

号

田

畑

・

面

積

・

自

作

農

小

作

農

の

区

別

田

面

積

畑

面

積

田

自

作

地

田

小

作

地

畑

自

作

地

畑

小

作

地

田

畑

面

積

合

計

一

六

〇

町

六

反

〇

〇

一

二

町

六

反

〇

〇

一

一

八

町

〇

〇

〇

四

二

町

〇

六

反

〇

〇

二

町

六

反

〇

〇

一

〇

町

〇

反

〇

〇

一

七

三

町

二

反

〇

〇

〇

別

表

第

十

一

号

主

要

物

農

産

額

種

別

表

米

産

額

麥

産

額

大

豆

産

額

柑

橘

産

額

三

二

〇

〇

石

〇

斗

一

一

六

六

石

〇

斗

三

石

五

斗

五

升

八

〇

円

〇

〇

戔

ホ

工

業

當

村

の

工

業

は

専

ら

製

紙

事

業

を

以

て

爰

に

其

の

沿

革

を

述

べ

ん

。

沿

革

安

政

五

年

以

前

既

に

當

郡

藤

井

村

（

現

今

の

藤

田

村

大

字

藤

井

）

及

島

村

（

現

今

御

坊

町

御

坊

）

に

於

て

楮

皮

を

原

料

と

し

て

麈

紙

製

造

を

爲

す

も

の

あ

り

し

が

現

今

其

の

家

断

絶

せ

り

。

同

年

以

後

に

於

て

當

村

塩

路

源

右

衛

門

は

農

業

の

傍

ら

大

麈

紙

の

製

造

を

営

め

り

。

元

治

元

年

に

至

り

源

右

衛

門

の

子

源

兵

衛

続

い

て

麈

紙

よ

り

漸

く

進

歩

し

た

る

箱

張

と

称

し

て

蝋

燭

の

心

紙

を

製

造

せ

り

。

是

れ

御

坊

村

（

現

今

の

御

坊

町

大

字

御

坊

）

に

於

て

蝋

燭

製

造

業

行

は

れ

之

に

供

給

し

た

る

も

の

に

し

て

同

じ

く

楮

皮

を

原

料

と

す

る

も

麈

を

離

れ

た

る

白

紙

を

漉

き

初

め

た

る

な

り

。

後

明

治

二

三

年

頃

に

至

り

て

は

當

業

に

從

事

す

る

も

の

二

、

三

名

あ

り

。

而

し

て

其

等

製

造

の

紙

は

土

佐

紙

・

伊

豫

大

洲

紙

に

比

す

れ

ば

其

の

品

質

に

於

て

劣

れ

り

と

雖

も

柔

軟

な

る

を

以

て

障

子

紙

其

の

他

日

用

に

使

用

せ

ら

る

ゝ

に

至

れ

り

。

然

れ

共

其

の

當

時

の

製

紙

業

は

甚

だ

微

々

前

叙

の

状

態

な

り

し

が

當

村

小

池

甚

一

郎

は

夙

に

殖

産

興

業

に

力

を

用

ひ

専

ら

地

方

物

産

の

改

良

進

歩

に

努

め

た

り

。

嘗

っ

て

當

郡

に

於
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て

木

綿

、

紐

糸

製

造

業

行

は

れ

當

村

は

其

の

主

た

る

も

の

に

し

て

、

富

商

多

く

當

村

住

民

に

し

て

當

業

に

從

事

し

生

計

を

立

つ

る

も

の

尠

な

か

ら

ざ

り

し

に

時

勢

の

進

歩

は

か

の

蒸

気

機

関

を

以

て

製

造

せ

る

綿

糸

の

我

国

に

輸

入

あ

る

や

到

底

是

に

匹

敵

す

べ

く

も

あ

ら

ず

。

爲

に

當

業

は

全

く

廃

絶

の

運

に

遭

ひ

曩

き

の

住

民

生

計

上

の

困

難

を

来

た

せ

る

も

の

尠

な

か

ら

ざ

る

に

際

し

同

人

も

嘗

て

當

業

に

從

事

し

た

り

し

が

此

の

際

深

く

當

村

の

状

態

に

つ

き

て

考

ふ

る

処

あ

り

。

即

ち

紐

糸

製

造

業

に

代

ふ

る

に

他

の

生

業

を

以

て

し

、

地

方

物

産

の

興

起

を

計

り

、

傍

ら

住

民

生

計

上

の

途

を

安

か

ら

し

め

ん

と

欲

し

た

り

。

恰

も

よ

し

其

の

當

時

當

地

製

紙

は

漸

く

其

の

端

緒

を

得

た

る

を

も

っ

て

當

業

を

盛

な

ら

し

め

て

、

以

て

紐

糸

製

造

業

に

代

へ

ん

と

企

画

し

た

る

な

り

。

時

に

明

治

九

年

二

月

な

り

。

是

に

於

て

同

年

先

づ

當

村

製

紙

の

販

路

を

開

く

必

要

に

よ

り

其

の

寸

法

を

土

佐

半

紙

形

寸

法

に

改

良

す

る

こ

と

を

當

業

者

に

勧

誘

し

又

同

年

製

紙

用

の

張

板

を

改

良

せ

ん

と

企

て

た

り

。

是

れ

從

来

半

紙

の

粗

笨

な

る

を

滑

沢

な

ら

し

め

ん

が

爲

な

り

。

因

っ

て

土

佐

に

於

て

松

板

を

使

用

せ

る

こ

と

を

調

査

し

て

當

村

使

用

の

杉

張

板

を

五

葉

松

張

板

に

改

造

し

て

右

品

壱

百

余

枚

を

調

整

し

て

當

業

者

に

貸

与

し

、

是

を

始

め

て

土

佐

形

改

良

半

紙

を

製

造

す

る

に

至

れ

り

。

此

の

時

に

於

て

當

村

瀬

戸

藤

右

衛

門

・

瀬

戸

眞

十

郎

等

も

製

紙

用

具

及

原

料

を

當

業

者

に

貸

与

し

同

人

と

協

力

し

て

製

紙

事

業

に

精

勵

し

た

り

。

同

年

十

一

月

二

十

日

同

人

は

第

六

大

区

四

小

区

藤

井

村

（

現

今

の

大

字

藤

井

）

製

紙

仕

込

総

代

と

し

て

、

瀬

戸

眞

十

郎

は

同

地

副

戸

長

と

し

て

連

署

し

て

當

村

製

造

の

半

紙

を

以

て

當

縣

廰

御

用

紙

た

ら

ん

こ

と

を

其

の

當

時

の

當

縣

令

神

山

郡

廉

に

上

申

し

直

に

許

可

を

得

た

る

を

以

て

後

十

二

月

二

十

日

當

村

小

池

久

兵

衛

・

塩

路

源

兵

衛

は

製

紙

営

業

人

総

代

と

し

て

前

叙

仕

込

人

総

代

及

副

戸

長

と

の

連

署

を

以

て

更

に

右

承

諾

の

上

申

を

爲

し

て

爾

来

確

実

に

之

を

上

納

せ

り

。

是

等

往

復

は

縣

廰

よ

り

當

郡

勧

業

御

用

掛

を

経

由

し

て

其

の

當

事

者

に

達

す

る

も

の

な

れ

ば

其

の

當

時

當

郡

御

用

掛

瀬

カ

ン

ギ

ョ

ウ

。

、

見

善

水

に

提

出

し

た

る

當

村

副

戸

長

の

記

録

に

付

て

見

る

に

製

紙

人

十

一

名

半

紙

壱

百

六

十

五

丸

但

し

壱

丸

六

貫

入

と

あ

る

に

よ

り

、

其

の

當

時

の

製

紙

業

の

一

斑

を

窺

か

ふ

に

足

る

。

明

治

十

年

内

国

勧

業

博

覧

會

の

開

催

に

当

り

小

池

甚

一

郎

は

當

村

製

造

の

半

紙

を

出

品

し

て

褒

状

を

賜

り

更

に

當
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縣

よ

り

左

の

如

く

褒

状

を

下

府

せ

ら

れ

た

り

。

日

高

郡

藤

井

村

平

民

小

池

甚

一

郎

其

方

儀

内

国

勧

業

博

覧

會

へ

出

品

シ

タ

ル

半

紙

其

審

査

官

ノ

評

定

ヲ

以

テ

褒

状

授

與

相

成

右

ハ

本

縣

興

産

ノ

栄

擧

ニ

シ

テ

且

ツ

異

日

隆

盛

ノ

基

礎

ヲ

固

フ

ス

ル

モ

ノ

ト

云

フ

可

ク

全

ク

其

ノ

方

黽

□

從

事

ノ

致

ス

所

深

ク

之

ヲ

？

嘉

賞

ス

更

ニ

望

ム

將

来

永

ク

此

ノ

栄

譽

ヲ

保

有

シ

益

々

以

テ

精

勵

充

実

ノ

結

果

ヲ

表

ス

ル

ヲ

依

テ

茲

ニ

褒

状

ヲ

交

付

致

事

明

治

十

一

年

九

月

二

十

五

日

次

に

同

年

同

人

は

益

々

當

地

産

出

の

紙

質

を

美

な

ら

し

め

ん

と

欲

し

公

孫

樹

を

以

て

張

板

を

改

造

し

て

同

業

者

に

用

ひ

し

め

是

に

至

り

て

藤

井

製

半

紙

の

名

を

博

す

る

に

至

れ

り

。

又

同

人

は

明

治

十

三

年

に

至

り

雁

皮

紙

と

称

し

て

冩

字

用

の

紙

を

製

造

せ

ん

と

し

楮

皮

に

雁

皮

を

混

合

し

て

製

造

す

る

こ

と

を

始

め

た

る

に

紙

質

頗

る

精

良

な

り

し

か

ば

以

来

製

紙

は

此

の

方

法

に

傾

き

當

縣

廰

特

別

の

奬

勵

に

よ

り

從

っ

て

此

の

種

の

製

紙

は

益

々

隆

運

に

向

ひ

た

り

。

然

し

て

其

の

當

時

曩

日

の

製

紙

は

仕

込

人

た

る

瀬

戸

眞

十

郎

は

他

の

事

業

に

從

事

し

瀬

戸

藤

右

衛

門

も

亦

罷

む

と

雖

も

同

人

は

右

の

奬

勵

に

よ

り

益

々

奮

発

し

て

遂

に

自

家

に

数

人

の

製

造

人

を

養

成

し

半

紙

半

切

竝

に

美

濃

形

半

紙

を

製

造

し

又

よ

く

當

業

者

に

勧

誘

し

て

其

等

の

精

良

品

を

産

出

せ

し

め

廣

く

當

縣

廰

其

の

他

官

衙

に

御

用

紙

と

し

て

更

に

多

額

に

上

納

す

る

に

至

ら

し

め

た

り

。

明

治

十

六

年

政

府

物

産

共

進

會

を

大

阪

に

開

催

す

る

に

當

た

り

同

人

は

自

家

製

品

の

半

紙

を

出

品

し

て

賞

を

受

け

翌

十

七

年

當

郡

御

坊

（

現

今

御

坊

町

大

字

御

坊

）

に

て

米

・

糸

共

進

会

を

開

催

す

る

に

當

り

塩

路

源

兵

衛

外

三

名

も

各

自

家

製

品

の

半

紙

を

出

品

し

賞

を

得

た

り

。

明

治

十

九

年

に

至

り

同

人

は

仕

官

の

故

を

以

て

規

定

に

よ

り

営

業

を

罷

め

後

翌

二

十

年

に

至

り

雁

皮

紙

も

原

料

の

高

價

と

三

つ

又

の

産

出

に

よ

り

自

然

利

潤

の

減

少

と

な

り

其

の

勢

振

は

ず

遂

に

雁

皮

紙

の

製

造

業

は

又

從

前

の

純

粋

楮

皮

の

製

紙

に

復

皈

す

る

に

至

り

た

り

。

明

治

二

十

二

年

の

水

害

は

當

村

罹

災

損

害

の

巨

額

な

る

。

実

に

驚

く

べ

き

も

の

に

し

て

就

中

製

紙

業
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者

は

尤

も

困

難

を

来

せ

り

。

即

ち

日

高

川

は

全

く

濁

流

と

変

じ

た

る

を

以

て

楮

を

曙

す

べ

か

ら

ず

。

因

っ

て

苛

性

ソ

ー

ダ

を

以

て

之

を

煮

、

之

を

更

に

塩

酸

に

て

漂

泊

す

れ

ど

も

頗

る

紙

の

柔

軟

歎

性

を

ナ
ン

缺

き

て

其

の

用

を

爲

さ

ゞ

る

に

至

り

実

に

當

業

の

大

打

撃

な

り

し

な

り

。

其

の

後

日

を

遂

ふ

て

河

水

清

澄

遂

に

一

時

頽

廃

せ

る

製

造

の

家

も

水

害

前

の

如

く

約

三

十

戸

復

興

す

る

に

至

る

。

降

っ

て

明

治

二

十

七

年

嚮

き

の

小

池

甚

一

郎

は

這

般

、

更

に

湯

浅

町

栃

野

藤

太

郎

の

か

ね

て

土

佐

に

て

製

紙

の

方

法

を

修

得

せ

る

を

以

て

同

人

を

招

聘

し

て

土

佐

式

改

良

八

枚

漉

を

奬

勵

せ

ん

と

欲

し

自

ら

其

の

一

器

ヱ
イ

械

を

購

入

し

て

貸

付

し

當

村

熊

代

安

吉

、

前

叙

塩

路

源

兵

衛

の

子

源

之

助

は

就

て

其

の

方

法

を

斈

ぴ

し

と

雖

も

其

機

械

の

使

用

は

大

ひ

に

熟

練

を

要

す

る

も

の

あ

り

て

一

時

に

其

の

効

果

を

全

ふ

す

る

こ

と

能

は

ざ

り

し

は

遺

憾

な

り

き

。

然

る

に

近

年

世

運

の

進

歩

は

到

底

旧

式

の

製

紙

方

法

を

以

て

満

足

す

べ

か

ら

ず

。

愈

々

土

佐

式

改

良

八

枚

漉

の

方

法

に

よ

ら

ん

と

欲

し

上

記

源

之

助

は

種

々

工

法

を

凝

ら

し

技

術

を

練

り

小

池

佐

平

氏

は

同

機

械

全

部

を

購

入

し

て

協

力

製

紙

方

法

の

改

良

に

着

手

し

た

る

に

今

回

は

頗

る

成

績

良

好

な

り

。

即

ち

機

械

の

使

用

に

力

を

労

せ

ず

し

て

愈

々

製

造

額

の

多

き

を

実

験

し

た

り

。

同

人

は

爾

来

全

く

上

記

改

良

式

の

器

械

の

み

を

使

用

せ

り

。

遠

か

ら

ず

當

村

内

悉

く

同

新

式

を

用

ふ

る

に

至

り

益

々

其

の

産

額

を

夥

少

に

し

て

當

業

の

発

展

特

に

近

き

に

在

ら

ん

と

せ

り

。

是

よ

り

先

明

治

三

十

年

五

月

神

戸

に

於

て

関

西

聯

合

共

進

会

開

催

せ

ら

る

ゝ

や

當

村

内

半

紙

を

出

品

し

て

賞

を

受

け

し

も

の

瀬

戸

傳

助

・

小

池

佐

平

・

小

川

梅

吉

の

三

名

。

内

閣

勧

業

博

覧

会

に

は

毎

回

當

村

よ

り

出

品

し

て

賞

を

受

け

た

る

も

の

多

か

り

き

。

又

明

治

三

十

四

年

十

月

當

縣

管

内

に

於

て

物

産

共

進

会

の

開

催

に

當

り

又

半

紙

を

出

品

し

て

賞

を

受

け

た

る

も

の

塩

路

源

兵

衛

・

塩

路

藤

楠

・

小

池

元

蔵

・

瀬

戸

傳

助

・

野

尻

直

吉

。

明

治

三

十

九

年

六

月

戰

記

念

博

覧

会

開

催

に

當

り

同

上

出

品

揵

し

て

、

賞

を

受

け

た

る

も

の

塩

路

源

兵

衛

・

瀬

戸

傳

助

・

野

尻

直

吉

・

小

川

勝

次

郎

の

四

名

な

り

。

然

り

し

て

其

の

當

時

に

及

ん

で

は

漸

次

當

業

に

從

事

す

る

も

の

増

加

し

既

に

同

村

中

五

十

戸

の

製

紙

工

業

者

を

見

る

に

至

れ

り

。

最

近

に

至

り

て

は

倍

々

當

業

発

展

の

域

に

入

り

上

記

小

池

佐

平

は

前

叙

の

如

く

製

紙

器

械

の

改

良

と

共

に

当

業

者

に

資

本

を

貸

付

し

其

の

製

造

品

を

販

賣

し

又

半

紙

の

外

に
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當

縣

黒

江

町

に

於

け

る

漆

器

製

造

所

の

漆

器

包

紙

を

多

額

に

製

造

し

て

之

を

供

給

し

大

い

に

好

評

を

博

し

前

途

有

望

な

る

を

以

て

益

々

多

額

の

供

給

を

爲

さ

ん

こ

と

を

企

画

せ

る

な

り

。

然

し

て

現

今

に

於

て

最

も

宏

く

當

県

内

に

當

村

製

造

半

紙

の

販

路

を

開

き

又

當

業

に

多

大

の

資

本

を

貸

付

し

て

紙

類

の

購

入

販

賣

を

営

む

も

の

當

村

森

田

伊

助

に

し

て

同

人

資

本

の

融

通

如

何

は

當

村

當

業

の

消

長

に

関

す

る

の

勢

に

至

れ

り

。

又

塩

路

源

兵

衛

は

累

世

勤

逸

誠

実

當

業

に

從

事

し

時

運

の

発

展

に

伴

ひ

當

業

技

術

の

進

歩

を

計

り

熟

練

を

重

ね

て

方

法

を

考

へ

た

る

は

以

て

他

の

當

業

者

の

奬

勵

と

な

れ

り

。

況

ん

や

上

記

の

如

く

八

枚

漉

も

亦

同

人

の

率

先

し

た

る

も

の

、

其

の

當

業

の

隆

盛

に

與

っ

て

力

あ

り

と

云

ふ

へ

き

な

り

。

以

上

の

如

く

當

業

も

一

張

一

馳

、

盛

或

は

哀

は

免

れ

ざ

る

所

な

り

と

雖

も

今

日

の

盛

運

に

向

ひ

當

村

約

三

百

戸

の

戸

数

中

約

四

分

の

一

は

當

業

に

從

事

し

生

産

額

凡

一

ヶ

年

間

一

万

二

千

八

百

五

十

締

。

此

の

金

額

三

万

六

千

七

百

五

十

一

円

に

及

ぶ

。

地

方

に

於

け

る

確

実

に

し

て

且

つ

前

途

有

望

の

生

産

業

な

り

。

地

方

経

済

を

潤

澤

な

ら

し

め

又

地

方

の

風

俗

を

一

変

せ

し

め

て

、

克

く

勤

倹

力

行

の

良

習

慣

を

養

ひ

、

其

の

住

民

化

育

の

上

に

も

大

影

響

を

與

へ

た

る

は

畢

意

す

る

に

既

住

に

於

け

る

當

村

木

綿

・

紐

糸

の

製

造

業

に

代

ふ

る

に

當

業

を

以

て

す

る

の

企

画

を

立

て

適

當

な

る

奬

勵

の

下

に

忽

耐

経

営

し

て

以

て

今

日

の

盛

況

に

及

び

た

る

も

の

と

す

。

製

紙

戸

数

、

産

額

、

價

額

、

原

料

に

対

す

る

價

格

十

年

累

計

比

較

表

別

表

第

十

二

号

別

表

第

十

二

号

製

紙

戸

数

・

産

額

・

價

額

・

原

料

、

原

料

に

対

す

る

價

額

十

年

間

累

計

比

較

年

度

戸

数

産

額

産

額

に

対

す

る

價

額

原

料

楮

皮

数

量

原

料

に

対

す

る

價

額

明

治

三

十

三

年

度

十

八

戸

三

五

八

〇

締

七

一

六

〇

〇

〇

〇

一

三

〇

九

〇

四

五

八

一

五

〇

〆

〃

三

十

四

〃

二

〇

三

八

五

五

七

七

一

〇

〇

〇

〇

一

三

一

〇

七

四

五

八

七

四

五

〃

三

十

五

〃

二

三

三

九

一

五

八

〇

二

五

七

五

〇

一

三

三

一

一

四

九

三

〇

〇

七

〃

三

十

六

〃

二

五

四

三

五

〇

九

一

三

五

五

〇

〇

一

四

九

七

〇

五

六

一

八

六

〇

〇

〃

三

十

七

〃

二

八

五

〇

〇

〇

一

〇

五

〇

〇

〇

〇

〇

一

七

〇

〇

〇

七

三

一

〇

〇

〇

〇

〃

三

十

八

〃

三

五

六

〇

〇

〇

一

三

二

〇

〇

〇

〇

〇

二

四

〇

〇

〇

一

〇

八

〇

〇

〇

〇

〇

〃

三

十

九

〃

四

五

八

〇

〇

〇

二

二

四

〇

〇

〇

〇

〇

二

七

二

〇

〇

一

二

二

四

〇

〇

〇

〇

〃

四

十

〃

六

一

一

二

〇

〇

〇

三

三

〇

〇

〇

〇

〇

〇

四

〇

八

〇

〇

一

八

七

六

八

〇

〇

〇
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年

度

戸

数

産

額

産

額

に

対

す

る

價

額

原

料

楮

皮

数

量

原

料

に

対

す

る

價

額

〃

四

十

一

〃

六

三

一

二

五

〇

〇

三

五

〇

〇

〇

〇

〇

〇

四

二

五

〇

〇

一

九

五

〇

〇

〇

〇

〇

〃

四

十

二

六

〇

一

二

八

五

〇

三

六

七

五

一

〇

〇

〇

四

三

六

九

〇

二

〇

〇

九

七

四

〇

〇

ヘ

商

業

旧

藩

政

の

頃

大

字

藤

井

の

部

落

は

綛

糸

の

商

業

を

営

み

て

、

今

日

當

致

の

原

因

を

な

し

た

沿

革

り

し

事

は

前

叙

の

次

第

に

し

て

、

実

に

綛

糸

は

其

の

當

時

紀

伊

国

の

名

産

に

し

て

諸

郡

よ

り

輸

出

す

る

と

雖

も

當

郡

の

品

質

は

特

に

優

良

に

し

て

重

に

本

場

綛

と

称

し

て

歓

迎

せ

ら

れ

た

り

と

云

へ

り

。

総

て

當

郡

中

に

て

製

す

る

所

の

綛

糸

は

此

の

所

に

集

め

て

之

を

京

阪

神

へ

輸

出

し

た

る

も

の

に

し

て

綛

糸

集

散

の

中

心

た

り

し

な

り

。

然

る

に

欧

米

よ

り

輸

入

し

た

る

紡

績

業

の

起

る

に

及

び

自

然

斯

の

商

業

の

経

営

は

廃

頽

し

た

る

な

り

。

其

の

他

の

商

業

は

少

数

な

る

往

時

よ

り

行

は

る

ゝ

日

用

品

の

販

賣

に

止

ま

れ

り

。

商

業

戸

数

参

拾

五

戸

。

七

、

教

育

旧

藩

政

時

代

に

あ

り

て

は

、

我

国

一

般

に

教

育

の

途

未

だ

開

け

ず

。

家

庭

教

育

、

斈

校

教

育

、

社

会

教

育

、

専

門

教

育

凡

そ

公

家

又

は

武

家

に

行

は

れ

し

と

雖

も

庶

民

に

至

り

て

は

只

寺

子

屋

教

育

の

行

は

れ

た

る

の

み

。

寺

子

屋

の

名

目

は

初

め

寺

院

の

一

部

を

以

て

校

舎

に

充

て

、

寺

僧

が

其

の

教

師

の

任

を

盡

せ

し

に

始

ま

る

も

の

に

し

て

鎌

倉

時

代

に

渕

源

す

。

然

れ

ど

も

後

に

は

民

家

を

校

舎

に

假

用

し

自

ら

児

の

教

育

を

な

せ

し

も

の

、

即

ち

所

謂

手

習

師

匠

を

も

混

同

し

て

児

寺

子

屋

と

称

す

る

に

至

れ

り

。

手

習

師

匠

の

身

分

は

幕

臣

・

藩

士

・

浪

人

・

隠

居

又

は

書

家

・

儒

者

も

多

き

に

あ

り

。

寺

子

屋

に

於

け

る

斈

科

は

、

讀

書

・

作

文

・

修

身

・

礼

法

及

び

□

□

の

教

科

に

し

て

多

く

は

商

賣

往

来

等

の

往

来

物

を

以

て

其

の

教

科

用

に

供

せ

る

も

の

な

り

。

當

村

に

於

て

も

右

寺

子

屋

な

る

も

の

存

在

し

て

當

村

の

子

弟

を

教

育

し

た

る

こ

と

あ

り

し

と

雖

も

も

と

よ

り

記

録

の

徴

す

べ

き

も

の

な

く

當

村

教

育

の

沿

革

と

し

て

述

ぶ

べ

き

材

料

を

有

せ

ざ

る

な

り

。

當

村

教

育

の

沿

革

と

し

て

は

明

治

維

新

后

に
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於

け

る

當

村

小

斈

校

教

育

の

沿

革

な

り

と

す

。

王

政

維

新

に

於

て

我

が

国

に

国

是

を

確

立

せ

り

。

即

ち

明

治

元

年

三

月

十

四

日

天

皇

陛

下

群

臣

と

共

に

天

地

神

明

に

誓

は

れ

た

る

五

箇

条

の

御

誓

文

に

基

き

政

府

は

斈

問

教

育

の

普

及

発

達

を

計

る

に

至

り

明

治

五

年

七

月

に

斈

制

を

頒

布

し

斈

区

を

定

め

た

り

。

然

し

て

當

郡

は

其

の

際

當

郡

の

共

立

小

斈

校

と

し

て

藤

園

小

斈

校

と

称

し

て

唯

一

斈

校

を

現

今

の

御

坊

町

に

設

立

し

た

る

な

り

。

然

る

に

時

運

の

進

歩

に

伴

ひ

其

の

頃

の

第

六

大

区

四

小

区

吉

田

・

藤

井

・

鐘

巻

・

土

生

・

小

熊

・

若

野

・

入

野

・

玄

子

・

早

藤

・

平

川

・

三

百

瀬

・

和

佐

・

山

野

・

松

瀬

・

江

川

（

）

十

六

村

の

共

立

を

以

て

郡

中

に

卆

先

し

て

藤

園

小

斈

校

を

分

離

し

、

現

一

村

脱

漏

ア

リ

今

の

大

字

藤

井

四

十

五

番

戸

に

小

斈

校

を

開

設

し

て

藤

井

小

斈

校

と

称

し

た

り

。

実

に

明

治

八

年

二

月

十

八

日

な

り

。

後

明

治

十

年

に

至

り

始

免

て

校

舎

を

建

築

し

其

の

形

式

整

ひ

し

の

み

な

ら

ず

良

教

師

就

任

せ

ら

れ

て

斈

校

の

隆

興

を

来

し

た

り

。

此

の

頃

に

至

り

て

は

曩

き

の

恊

立

各

村

は

既

に

分

離

し

て

當

小

斈

校

は

藤

井

村

・

吉

田

村

の

児

童

を

収

容

す

る

に

止

ま

る

。

後

日

十

四

年

に

至

り

校

舎

狭

隘

を

告

げ

増

築

を

な

す

。

明

治

十

六

年

頃

に

至

り

て

は

斈

校

教

育

の

成

績

見

る

べ

き

も

の

あ

り

て

文

部

省

よ

り

賞

礼

品

を

投

與

せ

ら

れ

た

り

。

明

治

十

七

年

に

至

り

斈

校

に

関

す

る

規

制

の

変

更

に

よ

り

當

藤

井

小

斈

校

は

本

校

と

な

り

、

小

熊

小

斈

校

・

中

津

川

小

斈

校

は

分

校

と

な

り

當

小

松

原

小

斈

校

も

分

校

と

な

り

て

上

級

の

児

童

は

凡

て

本

校

に

通

斈

す

る

こ

と

ゝ

な

れ

り

。

後

明

治

二

十

年

に

至

り

更

に

規

則

の

改

正

に

基

き

從

前

の

本

・

分

校

の

関

係

は

全

く

消

滅

し

て

現

今

の

大

字

藤

井

・

吉

田

・

矢

田

村

大

字

鐘

巻

は

一

斈

区

域

と

な

れ

り

。

同

二

十

二

年

に

至

り

政

府

は

町

村

制

を

布

き

現

今

の

如

く

二

大

字

一

村

と

な

っ

て

一

斈

区

と

な

る

に

至

れ

り

。

同

二

十

八

年

に

至

り

時

勢

の

進

運

に

伴

ひ

當

村

及

野

口

・

丹

生

・

早

蘇

・

矢

田

の

各

村

協

議

し

て

、

組

合

高

等

小

斈

校

を

組

織

し

次

で

校

舎

を

増

築

し

た

り

。

同

三

十

五

年

三

月

に

至

り

、

以

上

斈

校

組

合

改

廃

せ

り

と

雖

も

就

斈

児

童

は

從

然

の

如

く

尚

時

勢

の

進

歩

に

伴

ひ

て

倍

増

加

し

又

斈

区

内

就

斈

の

歩

合

も

比

年

良

好

に

趣

き

た

り

。

同

三

十

四

年

十

二

月

現

今

の

校

舎

を

建

築

せ

り

。

創

立

以

来

尋

常

小

斈

科

卆

業

児

童

四

百

九

拾

七

名
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高

等

科

三

百

六

十

名

同

修

業

者

九

十

五

名

高

等

科

卆

業

者

又

は

修

業

者

中

高

等

専

問

の

斈

校

を

卆

業

し

た

る

者

八

名

中

等

程

度

の

普

通

或

は

専

問

の

斈

校

を

卆

業

し

た

る

者

は

十

五

名

な

り

斈

校

教

育

と

し

て

尋

常

高

等

の

併

置

一

小

斈

校

あ

り

し

。

初

等

普

通

教

育

を

施

し

実

業

教

育

総

説

、

、

と

し

て

は

以

上

小

斈

校

に

附

設

し

て

農

業

補

習

斈

校

一

個

を

社

会

教

育

と

し

て

は

青

年

会

同

窓

会

矯

風

會

等

を

設

置

せ

り

。

以

上

の

教

育

機

関

は

各

項

に

つ

き

詳

細

説

述

す

べ

し

。

イ

初

等

教

育

斈

令

児

童

数

男

百

六

十

二

人

女

百

四

十

一

人

計

参

百

四

人

斈

令

児

童

就

業

の

歩

合

百

人

中

九

十

八

人

（

七

分

七

厘

）

百

人

中

九

十

九

人

（

三

分

）

九

十

九

人

〇

一

厘

男

女

平

均

前

記

歩

合

調

査

の

如

く

當

村

は

百

人

中

百

人

の

就

斈

歩

合

に

両

大

字

と

も

殆

ど

達

し

た

る

な

り

。

児

童

出

欠

席

の

状

況

大

字

に

於

け

る

比

較

両

大

字

共

に

其

の

成

績

良

好

に

し

て

・

大

字

藤

井

の

出

席

歩

合

左

の

如

く

男

百

人

中

九

十

三

人

三

分

女

百

人

中

九

十

二

人

八

分

同

じ

く

欠

席

歩

合

左

の

如

し

男

百

人

中

六

人

七

分

女

百

人

中

七

人

二

分

平

均

出

席

歩

合

男

女

九

十

三

人

〇

五

厘

平

均

欠

席

歩

合

男

女

六

人

九

分

五

厘

・

大

字

吉

田

は

出

席

歩

合

左

の

如

く

男

百

人

中

九

十

四

人

六

分

二

厘

女

百

人

中

九

十

三

人

二

分

同

欠

席

歩

合

左

の

如

し

男

百

人

中

五

人

三

分

八

厘

女

百

人

中

六

人

八

分
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平

均

出

席

歩

合

男

女

九

十

三

人

九

分

一

厘

平

均

欠

席

歩

合

男

女

六

人

〇

分

九

厘

斈

校

数

及

斈

級

数

斈

校

数

一

個

斈

級

数

五

個

尋

常

三

個

高

等

二

個

教

育

費

額

及

村

費

金

額

に

対

す

る

割

合

教

育

費

の

戸

数

一

個

に

対

す

る

割

合

別

表

十

三

号

教

育

費

の

負

担

は

比

年

の

増

加

は

時

勢

の

進

運

と

已

む

を

得

ざ

る

所

な

り

と

雖

も

教

育

の

必

要

日

々

緊

切

に

し

て

又

民

資

の

充

実

は

之

の

負

担

を

容

易

な

ら

し

む

る

傾

向

に

あ

り

。

実

業

教

育

ロ

當

村

実

業

教

育

機

関

は

當

村

小

斈

校

附

設

の

農

業

補

習

斈

校

な

り

。

科

目

は

農

業

・

修

身

・

国

語

・

算

術

と

し

、

明

治

三

十

九

年

十

月

十

八

日

の

創

設

に

係

り

経

費

は

當

村

費

及

當

郡

補

助

金

を

以

て

経

営

せ

り

。

小

斈

校

卆

業

若

し

く

は

修

業

者

に

対

し

て

小

斈

教

育

の

効

果

を

補

ひ

傍

ら

実

業

上

の

知

能

を

修

得

せ

し

む

る

を

目

的

と

な

し

校

運

日

に

隆

興

に

趣

け

り

。

実

業

補

習

斈

校

開

設

以

来

生

徒

数

・

卆

業

生

徒

数

・

生

徒

卆

業

後

の

状

況

、

教

育

費

等

別

表

第

十

四

号

ハ

社

会

教

育

當

村

小

斈

校

に

附

設

せ

る

実

業

補

習

斈

校

・

同

上

同

窓

會

・

地

方

團

体

の

組

織

せ

る

青

年

會

・

矯

風

會

等

は

何

れ

も

社

會

教

育

の

目

的

を

達

す

べ

き

施

設

に

し

て

其

の

現

状

に

関

し

て

は

格

別

に

説

述

す

べ

し

と

雖

も

茲

に

更

に

専

ら

社

会

教

育

の

施

設

と

し

て

述

ぶ

べ

き

は

當

村

小

斈

校

に

於

て

経

営

せ

る

国

民

記

念

会

講

話

会

な

り

。

其

の

目

的

た

る

や

地

方

一

般

の

爲

に

講

話

会

を

開

催

し

て

村

中

有

志

に

於

て

各

特

獨

の

見

地

に

於

る

講

話

を

以

て

之

を

感

化

誘

導

し

て

国

家

社

会

の

隆

興

発

展

を

期

待

す

る

に

あ

り

。

以

上

社

会

教

育

の

本

態

を

発

揮

し

地

方

人

民

の

発

展

に

多

大

の

効

果

を

実

現

し

つ

ゝ

あ

り

。

教

育

別

表

十

三

号

費

額

及

村

費

全

額

に

対

す

る

割

合

及

同

費

の

戸

数

一

戸

に

対

す

る

割

合
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村

費

全

額

に

対

す

る

割

合

戸

数

一

戸

に

対

す

る

割

合

年

度

教

育

費

額

明

治

三

十

三

年

度

七

一

四

六

三

二

三

分

一

厘

一

円

八

〇

〇

〃

三

十

四

〃

九

一

六

六

三

四

四

一

一

八

一

三

〃

三

十

五

〃

五

四

八

九

六

五

六

八

五

一

九

六

九

〃

三

十

六

〃

一

八

六

二

〇

六

八

三

六

一

九

三

〇

〃

三

十

七

〃

一

二

四

一

六

〇

四

四

〇

二

二

六

六

〃

三

十

八

〃

一

四

四

七

五

九

〇

四

二

二

三

〇

五

〃

三

十

九

〃

一

六

〇

八

一

四

四

五

二

二

五

一

〇

〃

四

十

〃

一

六

六

六

〇

八

六

六

二

三

二

四

〇

〃

四

十

一

〃

一

五

二

五

一

九

八

五

九

四

四

七

六

〃

四

十

二

〃

一

四

九

一

〇

八

二

五

五

五

〇

四

四

別

表

一

四

号

実

業

補

習

斈

校

表

年

度

生

徒

数

卆

業

生

徒

数

卒

業

後

の

状

況

教

育

費

明

治

三

十

三

年

度

ー

円

ー

〃

三

十

四

〃

ー

ー

〃

三

十

五

〃

ー

ー

〃

三

十

六

〃

ー

ー

〃

三

十

七

〃

ー

ーー

〃

三

十

八

〃

ー

〃

三

十

九

〃

二

二

家

業

に

從

事

す

七

〇

〇

〇

〇

〃

四

十

〃

二

五

〃

一

〇

〇

〇

〇

〇

〃

四

十

一

〃

二

六

〃

一

一

四

〇

〇

〇

〃

四

十

二

〃

三

〇

〃

一

九

九

〇

〇

〇

八

，

神

社

イ

八

幡

宮

大

字

吉

田

八

幡

宮

は

中

山

に

あ

り

、

山

城

国

男

山

よ

り

勧

請

す

る

と

云

ふ

。

時

代

詳

な

ら

ず

。

永

禄

三

年

修

造

の

棟

札

あ

り

。

一

村

の

産

土

神

な

り

し

な

り

。

昔

は

雲

松

寺

と

云

ふ

別

當

寺

あ

り

し

、

其

の
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古

跡

今

に

残

れ

り

。

末

社

と

し

て

奉

仕

せ

る

も

の

若

宮

・

住

吉

社

・

辨

財

天

社

・

藤

井

權

現

社

あ

り

し

が

、

明

治

四

十

二

年

に

至

り

當

大

字

中

に

あ

り

し

九

海

士

王

子

社

・

愛

徳

山

王

子

社

・

天

神

社

・

里

神

社

を

も

當

社

に

合

祀

せ

り

。

村

社

に

し

て

毎

年

十

月

十

七

日

を

祭

典

日

と

な

す

。

ロ

八

幡

宮

大

字

土

生

八

幡

宮

は

、

現

今

矢

田

村

及

び

當

村

藤

井

の

氏

神

な

り

。

元

土

生

・

小

熊

・

藤

井

・

鐘

巻

四

箇

村

の

氏

神

な

り

し

と

傳

へ

云

ふ

。

之

に

飛

鳥

明

神

・

住

吉

明

神

・

春

日

明

神

を

合

祀

せ

り

。

往

古

は

飛

鳥

明

神

主

神

な

り

し

に

、

其

の

後

小

熊

岡

之

段

と

云

ふ

所

よ

り

八

幡

宮

を

勧

請

す

と

云

ふ

。

正

平

十

三

年

源

万

壽

丸

の

母

覺

性

襌

尼

再

興

の

棟

札

あ

り

。

應

永

六

年

よ

り

天

文

十

一

年

ま

で

の

祭

礼

の

用

物

等

の

文

書

あ

り

し

に

、

今

之

を

紛

失

せ

り

。

昔

は

尊

勝

寺

と

云

ふ

別

當

寺

あ

り

て

、

梵

字

多

か

り

し

に

炎

上

の

後

退

轉

す

。

薬

師

堂

は

其

の

堂

宇

の

内

一

宇

後

世

ま

で

残

り

た

り

し

と

云

ふ

。

神

田

も

一

町

五

反

あ

り

し

に

天

正

中

没

収

せ

ら

る

。

祭

日

は

八

月

十

五

日

に

し

て

、

流

鏑

馬

あ

り

て

、

其

の

中

花

男

・

花

女

と

て

氏

下

の

童

男

童

女

一

人

づ

ゝ

潔

斎

し

壯

麗

に

裝

ひ

馬

に

て

渡

る

こ

と

あ

り

。

古

の

地

臣

源

万

壽

丸

の

二

子

祭

礼

に

渡

り

し

古

例

を

傳

へ

た

る

も

の

な

り

と

云

ふ

。

時

勢

の

推

移

は

祭

典

の

方

法

も

大

ひ

に

変

更

し

全

く

昔

時

の

観

な

し

。

明

治

四

十

二

年

に

至

り

大

字

藤

井

今

宮

權

現

社

・

其

の

他

現

今

矢

田

村

の

神

社

を

合

祀

し

た

り

。

村

社

に

し

て

毎

年

十

月

十

五

日

を

以

て

祭

典

日

た

る

こ

と

に

合

祀

以

来

決

定

し

た

り

。

九

、

宗

教

當

村

往

古

よ

り

崇

敬

す

る

宗

教

は

佛

教

に

し

て

就

中

淨

土

念

佛

宗

な

り

。

之

に

眞

宗

を

含

む

其

沿

革

の

以

外

に

宗

教

と

し

て

認

む

べ

き

も

の

な

し

。

現

今

大

字

吉

田

に

存

在

す

る

寺

院

一

、

大

字

藤

井

に

一

あ

り

。

何

れ

も

淨

土

念

佛

宗

な

り

。

専

念

寺

は

大

字

藤

井

の

中

央

に

あ

り

。

鎭

西

派

淨

土

念

佛

宗

に

し

て

、

檀

家

数

百

四

十

八

。

萬

樂

寺

は

大

字

吉

田

の

中

央

に

あ

り

。

鎭

西

派

淨

土

念

佛

宗

に

し

て

、

檀

家

数

百

五

十

あ

り

。

淨

專

寺

は

大

字

吉

田

字

北

吉

田

に

あ

り

。

上

記

万

樂

寺

末

寺

な

り

。
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十

、

風

俗

古

来

大

字

吉

田

と

藤

井

と

は

人

情

風

俗

を

異

に

せ

り

。

是

れ

吉

田

は

純

粋

な

る

農

を

生

業

と

す

沿

革

る

農

村

な

る

に

反

し

藤

井

は

商

工

業

多

く

地

形

は

日

高

川

沿

岸

に

し

て

當

郡

東

西

交

通

の

中

枢

に

當

り

人

家

稠

蜜

し

て

一

小

邑

を

形

作

り

、

吉

田

は

富

の

分

配

に

於

て

平

均

せ

る

に

藤

井

は

貧

富

の

度

大

な

る

差

あ

り

。

從

っ

て

吉

田

は

着

実

篤

厚

に

し

て

和

協

の

風

習

あ

る

も

、

藤

井

は

常

に

貧

富

上

下

の

区

分

別

然

と

し

て

其

の

間

人

情

の

疎

通

を

缺

き

常

に

相

杆

格

し

て

上

は

下

の

從

順

な

ら

ざ

る

を

嘆

じ

下

は

上

の

同

情

の

薄

き

を

恨

み

又

不

覊

放

佚

遊

惰

の

幣

習

あ

り

し

は

誣

ゆ

べ

か

ら

ざ

る

事

実

な

り

。

民

俗

の

沿

革

大

畧

斯

の

如

く

な

り

し

が

藤

井

は

近

年

製

紙

工

業

の

盛

な

る

爲

一

般

民

資

を

増

加

総

論

し

生

計

の

豊

か

な

る

又

時

勢

の

進

歩

は

大

に

夙

を

移

し

俗

を

易

へ

噸

に

昔

日

の

面

目

を

改

め

た

り

。

吉

？

田

は

固

よ

り

一

般

順

良

な

る

農

民

に

し

て

美

点

を

大

に

発

揚

し

つ

ゝ

あ

る

の

状

況

な

り

。

知

的

諸

能

力

甚

だ

簡

單

に

し

て

薄

弱

な

れ

ど

も

表

情

作

用

は

強

し

。

意

志

の

健

鋼

な

ら

ざ

る

は

気

質

我

が

国

民

の

特

性

に

し

て

又

當

地

方

民

一

般

の

通

性

な

り

。

以

上

當

村

の

人

民

気

質

に

し

て

全

般

に

亘

り

て

大

体

を

観

察

し

た

る

結

果

な

り

と

す

。

風

俗

習

慣

は

曩

に

既

に

絮

説

せ

り

と

雖

も

大

字

吉

田

は

概

し

て

質

実

穏

健

に

し

て

敦

厚

同

藤

風

俗

習

慣

井

は

怜

悧

活

溌

に

し

て

放

爲

な

り

し

が

共

に

勤

勉

に

し

て

生

業

に

努

め

忍

耐

に

し

て

貯

蓄

に

勵

む

の

良

習

慣

を

築

成

し

た

り

。

教

育

の

普

及

及

村

冶

の

善

導

其

の

他

警

察

の

発

達

に

よ

り

比

年

其

の

歩

合

を

減

退

し

つ

ゝ

あ

犯

罪

り

。

當

郡

特

有

の

謂

所

、

日

高

言

詞

と

言

ふ

通

性

を

発

揮

し

粗

野

な

る

言

辞

を

用

ひ

ず

と

雖

又

優

住

言

語

な

る

特

性

な

し

。

將

来

は

正

し

き

国

語

を

標

準

と

し

て

即

ち

標

準

語

に

接

近

せ

し

む

る

は

教

育

上

力

む

べ

き

所

な

り

。長

所

短

所

と

し

て

一

斑

よ

り

觀

察

す

れ

ば

其

の

長

所

は

質

素

勤

勉

に

し

て

忍

耐

力

強

く

貯

長

所

と

短

所

蓄

心

深

し

。

短

所

と

し

て

は

之

を

各

町

村

に

比

較

し

て

認

む

る

所

な

し

。

強

ひ

て

云

へ

ば

各

自

産

を

守
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る

に

急

に

し

て

、

博

愛

慈

善

事

業

に

つ

き

冷

淡

な

り

と

い

ふ

べ

し

。

要

す

る

に

民

俗

は

沿

革

よ

り

追

次

記

述

し

た

る

が

こ

は

社

會

教

育

或

は

斈

校

教

育

の

効

果

に

よ

其

の

他

り

又

爲

政

者

の

指

導

に

よ

り

て

良

好

に

嚮

ひ

つ

ゝ

あ

る

の

状

勢

な

り

。

十

一

、

衛

生

衛

生

思

想

の

発

展

せ

し

は

実

に

近

く

二

十

年

来

な

り

。

四

十

年

藤

大

字

藤

井

に

於

て

腸

窒

扶

沿

革

斯

の

大

流

行

あ

り

。

二

十

年

前

大

字

吉

田

に

於

て

赤

痢

病

の

流

行

を

見

し

。

他

は

流

行

性

病

の

形

跡

な

し

。

時

勢

の

進

歩

に

よ

り

當

村

小

斈

校

に

校

医

を

置

か

れ

た

り

。

是

れ

明

治

三

十

三

年

に

し

て

當

郡

の

嚆

始

な

り

。

當

村

小

斈

校

は

常

に

機

会

を

利

用

し

て

村

民

の

衛

生

思

想

を

鼓

吹

せ

ら

れ

た

り

。

近

時

衛

生

思

想

の

進

歩

発

達

に

伴

ひ

個

人

衛

生

と

し

て

は

當

縣

明

治

二

十

七

年

五

月

平

時

衛

総

説

生

及

傳

染

病

豫

防

に

関

す

る

告

諭

に

基

き

五

人

組

を

編

成

し

て

五

人

組

長

を

置

き

共

同

自

衛

の

念

を

養

ふ

に

力

め

傳

染

病

に

関

し

て

は

衛

生

組

合

を

設

け

組

合

長

・

副

組

合

長

及

傳

染

病

豫

防

委

員

を

置

き

た

り

。

衛

生

思

想

一

般

に

普

及

し

町

村

衛

生

事

務

は

共

に

懇

到

周

蜜

に

処

理

し

て

其

の

成

績

良

好

に

及

べ

り

。

現

今

及

既

往

十

年

間

に

於

て

流

行

病

と

し

て

は

一

名

の

赤

痢

と

一

名

の

腸

窒

扶

疾

病

死

亡

健

康

状

態

斯

の

み

。

且

つ

「

ジ

フ

テ

リ

ー

」

は

散

発

性

に

つ

き

時

々

来

襲

す

。

地

方

病

は

な

し

。

死

亡

は

比

較

的

少

な

く

健

康

状

態

は

常

に

佳

良

な

り

。

四

，

五

十

年

前

に

は

大

字

藤

井

に

一

時

三

名

の

医

師

あ

り

き

。

其

の

以

来

二

名

の

開

業

医

あ

医

師

り

し

に

、

年

な

ら

ず

し

て

亡

し

た

る

あ

り

。

近

来

一

名

の

開

業

医

あ

る

の

み

。

大

字

吉

田

に

は

之

れ

な

し

。

明

治

二

十

八

年

内

務

省

訓

令

第

四

号

に

基

き

當

郡

御

坊

町

外

九

村

組

合

を

以

て

避

病

院

を

新

施

設

築

し

て

爾

来

組

合

村

共

立

し

て

之

れ

を

経

営

し

つ

ゝ

あ

り

。

十

二

，

交

通

紀

伊

続

風

土

記

に

傳

ふ

る

が

如

く

徳

川

藩

政

の

頃

は

大

字

藤

井

は

綛

糸

の

商

業

を

営

み

商

況

沿

革
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盛

に

し

て

附

近

道

成

寺

は

参

詣

旅

客

の

来

往

頻

繁

な

り

し

か

ば

相

並

び

交

通

盛

な

り

き

。

然

る

に

時

勢

の

推

移

は

藤

井

商

業

の

衰

頽

を

来

た

し

又

道

成

寺

は

旧

觀

を

失

ひ

し

よ

り

當

地

方

交

通

は

昔

時

の

如

く

な

ら

ず

。

只

前

叙

瘻

々

せ

し

如

く

。

現

今

に

於

て

も

藤

井

は

當

郡

東

部

と

中

部

と

の

交

通

の

要

地

た

る

を

以

て

當

郡

中

比

較

的

交

通

の

開

け

た

る

地

方

な

り

。

当

地

の

交

通

は

因

よ

り

重

に

道

路

の

交

通

な

り

。

道

路

は

明

治

九

年

六

月

太

政

官

達

六

〇

号

総

説

を

以

て

初

め

て

国

道

・

縣

道

・

里

道

の

別

を

定

め

ら

れ

、

爾

来

當

縣

規

定

を

以

て

経

営

せ

ら

れ

て

當

村

附

近

を

通

ず

る

縣

道

あ

り

。

當

村

を

通

過

す

る

道

路

に

は

縣

費

補

助

道

路

た

る

資

格

を

與

へ

ら

れ

た

る

も

の

あ

り

。

里

道

も

亦

時

勢

の

進

歩

と

共

に

比

年

開

通

或

は

改

修

に

よ

り

て

地

方

交

通

の

利

便

を

図

り

つ

ゝ

あ

り

。

當

村

附

近

を

通

過

す

る

縣

道

を

道

成

寺

街

道

と

云

ふ

。

當

縣

土

木

規

定

に

基

き

當

縣

費

に

依

道

路

り

工

費

を

負

担

す

る

も

の

に

し

て

有

田

郡

南

廣

村

大

字

殿

に

て

熊

野

街

道

に

岐

れ

當

郡

東

内

原

村

大

字

萩

原

に

至

り

熊

野

街

道

に

接

し

又

同

所

よ

り

岐

れ

當

村

附

近

矢

田

村

大

字

鐘

巻

を

経

て

當

郡

御

坊

町

大

字

御

坊

に

至

り

又

御

坊

に

至

り

又

同

街

道

に

合

す

る

も

の

な

り

。

、

、

、

、

、

、

然

し

て

當

村

を

通

過

す

る

補

助

道

路

四

あ

り

。

・

其

の

一

は

道

成

寺

通

熊

野

往

来

と

称

し

、

上

記

道

成

寺

街

道

よ

り

當

村

大

字

藤

井

・

野

口

村

大

字

野

口

・

丹

生

村

大

字

和

佐

・

稲

原

村

大

字

立

石

・

印

南

原

、

山

口

を

経

て

印

南

町

印

南

に

て

熊

野

街

道

に

合

す

る

も

の

な

り

。

・

其

の

二

は

御

坊

往

来

に

し

て

南

部

往

来

。

本

郡

中

山

路

村

大

字

柳

瀬

に

て

岐

れ

下

山

路

村

大

字

福

井

・

清

川

村

・

高

城

村

大

字

市

井

川

・

眞

妻

村

大

字

上

洞

、

高

串

、

田

垣

内

、

小

原

、

皆

瀬

川

、

崎

ノ

原

、

丹

生

、

松

原

・

切

目

川

大

字

村

脇

之

谷

・

稲

原

村

印

南

原

・

丹

生

村

大

字

江

川

、

和

佐

、

當

村

及

御

坊

町

大

字

島

に

て

道

成

寺

街

道

に

合

す

る

も

の

な

り

。

・

其

の

三

は

梅

津

呂

越

龍

神

往

来

に

し

て

御

坊

往

来

。

當

村

大

字

藤

井

に

て

岐

れ

矢

田

村

大

字

土

生

、

小

熊

・

早

蘇

村

大

字

玄

子

、

早

藤

、

平

川

・

船

津

村

大

字

船

津

、

西

原

、

高

津

尾

、

姉

子

、

原

日

浦

・

川

上

村

大

字

皆

瀬

、

愛

川

、

初

湯

川

・

寒

川

村

大

字

串

本

、

寒

川

・

龍

神

村

大

字

広

井

原

を

経

て

湯

ノ

又

に

て

大

峯

手

越

南

部

往

来

に

合

す

る

も

の

な

り

。

・

其

の

四

は

龍

神

往

来

に

し

て

、

熊

野

往

来

夲

村

大

字

藤

井

に

て

岐

れ

矢

田

村

大

字

小

熊

、

若

野

・

丹

生

村

大
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字

和

佐

、

江

川

、

山

野

・

川

中

村

大

字

大

又

、

老

星

、

三

佐

、

田

尻

、

下

田

原

・

川

上

村

大

字

熊

野

川

、

滝

頭

、

初

湯

川

・

寒

川

村

大

字

串

本

・

下

山

路

村

大

字

小

家

、

甲

斐

ノ

川

、

福

井

を

経

て

中

山

路

村

大

字

柳

瀬

に

て

大

峰

手

越

南

部

往

来

に

合

す

る

も

の

と

す

。

往

古

よ

り

大

字

藤

井

と

野

口

村

大

字

野

口

と

の

間

日

高

川

に

設

け

時

に

或

は

橋

梁

と

な

り

た

渡

船

場

し

が

現

今

は

渡

船

と

な

り

て

私

人

の

営

業

と

せ

り

。

u

は

曩

に

郵

便

局

に

絮

説

せ

り

。

通

信

機

関

及

其

の

状

況

矢

田

村

大

字

鐘

巻

道

成

寺

へ

五

町

、

湯

川

村

丸

山

亀

山

城

附

近

名

所

旧

蹟

及

主

な

る

市

邑

へ

の

距

離

城

趾

へ

八

町

、

御

坊

町

大

字

御

坊

へ

三

十

町

。

十

三

、

各

種

團

体

本

社

社

務

の

拡

張

に

伴

ひ

、

地

方

区

別

を

設

定

し

て

よ

り

以

来

、

當

村

に

お

け

る

其

の

会

赤

十

字

社

員

数

噸

に

増

加

し

た

り

。

現

今

正

会

員

数

六

十

八

名

、

協

讃

委

員

数

五

名

を

有

し

從

来

国

家

事

変

に

於

て

救

護

事

業

の

実

施

に

際

し

盡

力

碑

補

す

る

所

多

く

、

又

平

素

に

在

り

て

は

本

社

忠

愛

の

主

旨

に

協

同

し

て

誠

意

本

社

の

発

展

興

隆

に

力

め

つ

ゝ

あ

り

。

明

治

四

十

一

年

三

月

十

七

日

模

範

博

愛

旗

を

授

與

せ

ら

る

。克

く

設

立

の

主

旨

を

体

し

て

会

員

の

増

加

を

圖

り

現

在

二

十

四

名

の

会

員

を

有

す

る

に

愛

国

婦

人

會

至

る

。

設

立

以

来

今

日

に

至

り

會

員

数

三

十

一

名

協

同

一

致

本

会

の

目

的

遂

行

に

盡

力

し

つ

ゝ

あ

尚

武

会

り

。

明

治

三

十

三

年

四

月

一

日

を

以

て

設

立

し

當

村

瀬

戸

佐

太

郎

之

が

会

長

と

し

て

其

の

任

に

膺

農

会

り

。

爾

来

會

員

数

二

百

二

十

二

人

の

盛

況

に

達

し

農

事

の

進

歩

改

良

を

図

り

て

、

着

々

本

会

の

目

的

を

遂

行

せ

り

。

尚

明

治

三

十

五

年

よ

り

當

村

長

小

池

徳

太

郎

会

員

に

就

任

せ

り

。

從

来

之

を

組

織

せ

し

が

青

年

会

の

設

立

す

る

に

從

ひ

殆

ど

團

体

無

名

の

團

体

た

ら

ん

と

在

郷

軍

人

会

．

．

欲

す

る

実

況

な

り

し

を

以

て

自

然

同

会

は

廃

滅

に

皈

せ

し

が

固

よ

り

両

者

は

各

特

別

の

目

的

を

持

し



- 35 -

て

在

郷

軍

人

の

本

分

を

盡

す

に

於

て

其

の

成

立

を

企

図

す

べ

き

も

の

な

れ

ば

今

や

更

に

其

の

組

織

を

欲

す

る

の

状

況

に

あ

り

。

同

窓

會

は

二

個

を

設

置

す

。

同

窓

會

嘗

て

當

村

小

斈

校

に

在

斈

し

た

る

男

子

を

以

て

組

織

す

る

も

の

に

し

て

明

・

藤

田

小

斈

校

同

窓

會

治

三

十

五

年

十

一

月

十

六

日

を

以

て

創

設

し

た

り

。

現

在

會

員

数

二

百

五

十

名

に

及

び

会

則

を

規

定

し

其

の

事

業

と

し

て

は

毎

年

総

集

会

の

開

催

、

當

会

機

関

誌

の

発

刊

に

よ

り

て

其

の

目

的

を

達

す

る

こ

と

を

黽

め

つ

ゝ

あ

り

。

嘗

っ

て

當

小

斈

校

に

在

斈

し

た

る

女

子

を

以

て

組

織

せ

る

も

の

に

・

藤

田

村

小

斈

校

女

子

同

窓

會

し

て

明

治

四

十

三

年

八

月

廿

七

日

発

会

せ

り

。

現

在

会

員

数

四

十

五

名

会

則

を

規

定

し

て

其

の

事

業

と

し

て

は

総

集

会

・

講

話

会

を

開

催

し

、

其

の

他

當

会

の

目

的

を

達

す

る

爲

設

立

日

尚

浅

し

と

雖

も

其

の

効

果

を

発

揚

し

つ

ゝ

あ

り

。

青

年

会

戊

申

証

書

一

た

び

煥

発

せ

ら

れ

厥

の

御

趣

旨

に

基

き

て

當

村

に

青

年

会

を

設

立

し

・

吉

田

青

年

会

た

り

。

大

字

吉

田

は

明

治

四

十

三

年

二

月

十

一

日

を

以

て

発

会

し

た

り

。

現

在

会

員

数

壱

百

三

十

五

名

。

爾

来

会

則

に

基

き

知

徳

の

修

養

、

地

方

風

儀

の

改

善

、

実

業

の

奬

勵

改

良

公

共

的

事

業

の

幇

助

等

各

方

面

に

亘

り

當

会

則

の

実

行

に

活

動

し

つ

ゝ

あ

り

。

明

治

四

十

三

年

八

月

十

四

日

を

以

て

発

会

し

た

り

。

会

員

数

壱

百

五

十

名

に

し

て

・

藤

井

青

年

会

前

記

青

年

会

と

殆

ん

ど

同

一

の

目

的

を

有

し

て

其

の

遂

行

に

活

動

し

つ

ゝ

あ

り

。

大

字

吉

田

下

野

に

設

置

す

。

明

治

四

十

三

年

四

月

一

日

を

以

て

発

会

し

、

爾

来

専

ら

其

の

部

矯

風

会

落

の

風

俗

、

習

慣

の

改

善

に

共

力

奮

勵

し

て

大

い

に

其

の

効

果

を

実

現

せ

り

。

目

下

会

員

数

四

十

名

に

達

す

。

十

四

，

名

所

旧

蹟

此

の

項

脱

漏

セ

ル

カ

？
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十

五

，

遺

跡

・

発

掘

物

大

字

吉

田

道

成

寺

附

近

に

あ

り

蛇

塚

と

云

ふ

。

當

郡

矢

田

村

大

字

鐘

巻

道

成

寺

縁

起

に

傳

ふ

遺

跡

一

る

所

よ

り

想

ふ

に

昔

奥

羽

に

安

珍

な

る

僧

あ

り

て

、

こ

の

僧

現

今

の

當

縣

東

牟

婁

郡

那

智

山

に

参

詣

し

て

其

の

途

次

其

の

地

方

の

家

に

宿

し

た

り

し

に

、

家

女

清

姫

之

を

慕

ひ

遂

に

安

珍

を

右

道

成

寺

に

追

躡

し

供

に

爰

に

て

死

を

遂

げ

た

る

も

の

な

ら

ん

。

蛇

塚

は

其

の

少

婦

清

姫

を

葬

れ

る

所

な

り

と

云

ふ

。

大

字

吉

田

八

幡

山

の

山

顛

に

城

ヶ

峯

と

云

ふ

平

垣

な

る

所

あ

り

。

吉

田

蔵

人

と

い

ふ

人

の

城

遺

跡

二

タ
ン

跡

な

り

と

云

ふ

。

明

治

維

新

後

其

の

所

よ

り

古

代

の

土

器

を

発

掘

せ

り

。

発

掘

物

大

字

吉

田

字

阪

東

が

岡

と

云

ふ

丘

陵

あ

り

。

明

治

初

年

元

富

安

村

天

野

十

郎

之

を

開

・

発

掘

物

一

墾

し

て

農

作

地

と

爲

さ

ん

と

欲

し

て

古

代

我

国

貴

族

の

佩

用

せ

る

宝

玉

及

武

器

を

発

く

つ

す

。

宝

玉

は

曲

玉

に

し

て

之

を

政

府

に

献

納

し

政

府

は

即

ち

帝

室

美

術

品

と

し

て

爾

来

宮

内

省

之

を

奉

管

す

る

所

と

な

れ

り

。

前

記

道

成

寺

に

現

に

保

管

す

る

宝

鐸

一

口

は

大

字

藤

井

の

田

中

よ

り

宝

暦

十

二

年

発

・

発

掘

物

二

掘

せ

る

も

の

な

り

と

云

ふ

。

十

六

、

名

門

安

政

三

年

六

月

元

藤

井

村

に

生

る

。

其

の

家

祖

先

以

来

地

士

に

列

し

た

り

。

其

の

遠

祖

瀬

戸

佐

太

郎

は

當

矢

田

荘

領

主

甲

斐

源

氏

の

後

裔

逸

見

万

壽

丸

源

清

重

の

子

重

隆

の

後

胤

な

り

。

天

授

五

年

信

州

佐

久

郡

瀬

戸

村

へ

退

き

天

正

年

間

當

地

に

皈

住

し

た

り

と

云

ふ

。

其

祖

父

十

右

衛

門

に

至

り

既

に

永

代

三

人

扶

持

を

賜

ひ

後

五

人

扶

持

を

賜

る

。

累

世

克

く

厥

の

家

憲

を

服

膺

し

富

を

積

み

現

今

に

在

り

て

も

當

郡

中

有

数

の

資

産

家

な

り

。

現

在

は

皇

政

維

新

以

来

我

が

国

諸

制

度

の

更

新

に

際

会

し

幾

多

の

公

務

公

職

に

從

事

し

或

は

社

会

的

事

業

に

貢

献

せ

ら

れ

て

其

の

功

績

顕

著

な

り

。

元

治

元

年

十

一

月

を

以

て

元

藤

井

村

に

生

る

。

其

の

家

祖

先

以

来

地

士

に

列

し

其

の

祖

瀬

戸

タ

ツ

ノ
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父

又

次

郎

嘗

つ

て

江

川

組

大

庄

屋

を

勤

め

た

り

。

累

世

克

く

其

の

家

憲

を

厳

守

し

て

勤

倹

産

を

を

治

め

以

て

大

い

に

富

を

致

し

尚

幾

多

名

譽

の

公

務

公

職

に

從

事

し

て

其

の

功

績

偉

な

る

も

の

あ

り

。

現

在

に

至

り

て

も

當

郡

有

数

の

資

産

家

な

り

。

嘉

永

五

年

正

月

十

八

日

元

藤

井

村

に

生

る

。

其

の

家

祖

先

以

来

地

士

に

列

し

五

人

扶

持

小

池

甚

一

郎

を

賜

る

。

累

世

徳

を

樹

て

産

を

治

め

て

善

良

な

る

家

風

を

傳

へ

又

富

を

累

む

。

現

在

に

至

り

て

は

明

治

維

新

庶

政

の

改

弘

に

當

り

當

郡

行

政

々

務

に

参

翼

し

或

は

名

譽

の

公

務

公

職

に

鞅

掌

し

て

共

に

丕

積

あ

り

。

然

し

て

常

に

地

方

産

業

殖

産

の

途

を

奬

勵

し

利

用

厚

生

に

努

め

世

の

物

質

の

開

発

に

盡

瘁

す

る

の

み

な

ら

ず

然

も

国

家

育

英

の

事

業

に

意

を

用

ふ

。

寔

に

現

在

社

会

的

人

格

の

典

範

な

り

。

現

に

幾

多

名

譽

の

公

務

に

從

事

し

就

中

當

郡

教

育

会

長

と

し

て

大

い

に

貢

献

し

つ

ゝ

あ

り

。

明

治

四

年

六

月

を

以

て

元

藤

井

村

に

生

る

。

其

の

祖

父

徳

右

衛

門

地

士

に

列

す

。

累

世

小

池

徳

太

郎

克

く

厥

の

家

を

薺

へ

以

て

家

門

の

興

隆

を

致

し

又

名

譽

の

公

務

公

職

に

從

事

し

て

豊

効

あ

り

。

就

中

父

徳

右

衛

門

は

明

治

初

年

に

在

り

て

當

地

方

行

政

に

當

り

戸

長

に

任

ぜ

ら

れ

其

の

治

積

見

る

べ

き

も

の

あ

り

、

又

幾

多

公

共

事

業

に

盡

瘁

し

た

り

。

就

中

特

に

若

野

堰

改

修

は

本

誌

既

に

其

の

顛

末

を

叙

述

せ

し

如

く

熱

列

な

る

公

共

心

は

畢

生

の

努

力

を

以

て

遂

に

其

の

成

功

を

收

む

る

に

至

る

。

後

幾

許

も

な

く

し

て

病

没

し

世

は

専

ら

斯

の

事

業

の

爲

な

り

と

痛

惜

し

其

の

遺

徳

を

傳

へ

て

其

の

福

利

を

亨

く

現

代

も

又

幾

多

の

公

務

に

盡

瘁

し

明

治

三

十

五

年

以

降

當

村

長

に

就

任

し

、

爾

来

勵

精

治

を

圖

り

其

の

施

設

咸

宜

し

き

に

恊

ひ

當

村

の

健

実

な

る

発

達

を

見

る

に

至

る

。

明

治

九

年

二

月

生

る

。

明

治

三

十

四

年

入

っ

て

家

を

襲

く

、

其

の

祖

父

長

兵

衛

地

士

に

瀬

戸

長

兵

衛

列

し

累

世

の

勤

倹

産

を

治

め

傍

ら

世

務

を

開

き

て

社

会

に

貢

献

し

又

名

譽

の

公

務

公

職

に

鞅

掌

し

て

其

の

積

見

る

べ

き

も

の

あ

り

。

現

在

に

至

り

て

も

當

村

の

公

務

に

勵

精

し

つ

ゝ

あ

り

。

安

政

六

年

十

一

月

を

以

て

元

吉

田

村

に

生

る

。

其

の

遠

祖

は

源

致

公

次

男

平

井

七

郎

遠

平

井

九

一

郎

綱

代

々

近

江

に

住

す

。

其

十

五

代

の

孫

加

賀

六

角

家

に

属

し

六

角

家

亡

ひ

て

平

井

右

近

烝

畠

山

家

に

仕

へ

紀

州

伊

都

郡

に

居

住

す

。

其

の

子

治

部

左

衛

門

湯

川

家

に

属

し

湯

川

家

亡

ひ

て

其

の

子

九

左

衛
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門

日

高

郡

薗

村

に

住

し

其

れ

よ

り

吉

田

村

に

移

る

。

元

和

年

間

選

び

て

須

田

組

に

編

入

せ

ら

れ

地

士

に

列

せ

ら

る

。

後

當

郡

若

野

堰

を

設

計

開

鑿

の

功

に

よ

り

寛

永

十

年

同

家

附

近

を

壱

町

四

方

の

土

地

検

地

赦

免

拝

領

し

明

暦

三

年

十

一

月

七

十

八

才

に

し

て

病

没

す

。

爾

来

連

綿

現

代

九

一

郎

に

及

ぶ

。

安

政

三

年

六

月

元

吉

田

村

に

生

る

。

其

の

祖

父

彦

四

郎

地

士

に

列

し

た

り

。

嘗

て

農

商

塩

路

彦

太

郎

の

業

を

営

み

傍

ら

公

務

に

任

ぜ

ら

れ

た

り

。

現

在

に

至

り

て

は

専

ら

農

家

と

し

て

地

方

名

譽

の

公

務

に

任

じ

て

貢

献

し

つ

ゝ

あ

り

。

明

治

三

年

十

二

月

を

以

て

元

藤

井

村

に

生

る

。

其

の

家

地

士

に

列

し

又

世

々

公

務

に

瀬

戸

伊

右

衛

門

從

事

し

嘗

て

農

業

を

以

て

商

業

を

兼

ね

た

り

し

が

現

在

は

専

ら

農

家

と

し

て

地

方

名

譽

の

公

務

公

職

に

任

ぜ

ら

れ

て

其

の

功

績

勘

か

ら

ず

。

今

尚

公

務

に

貢

献

し

つ

ゝ

あ

り

。

明

治

十

年

二

月

を

以

て

元

藤

井

村

に

生

る

。

其

の

家

地

士

に

列

し

世

々

農

商

の

業

を

営

瀬

戸

藤

治

郎

む

。

現

代

に

至

り

て

嘗

て

當

村

公

務

に

從

事

し

た

り

し

が

目

下

専

ら

家

業

に

從

事

し

つ

ゝ

あ

り

。

明

治

十

三

年

九

月

を

以

て

元

藤

井

村

に

生

る

。

其

の

家

地

士

に

列

し

世

々

農

商

の

業

を

瀬

戸

善

次

郎

営

み

又

公

務

公

職

に

從

事

せ

ら

れ

た

り

。

現

在

に

至

り

て

も

嘗

て

公

職

に

從

事

し

た

り

し

が

目

下

専

ら

家

業

に

從

事

し

つ

ゝ

あ

り

。

一

七

，

明

治

維

新

以

来

我

国

戰

役

及

事

変

に

於

て

當

村

よ

り

應

召

し

て

忠

烈

な

る

戰

病

死

を

遂

げ

た

る

人

の

経

歴

及

當

村

の

其

の

際

に

於

る

後

援

事

業

の

概

況

一

，

當

村

大

字

藤

井

小

池

芳

松

資

性

堅

実

に

し

て

義

勇

奉

公

の

念

深

し

。

明

治

九

年

四

月

二

十

八

日

奮

っ

て

歩

兵

第

八

聯

隊

第

三

大

隊

に

入

営

し

孜

々

と

し

て

軍

務

に

勉

勵

す

。

明

治

十

年

二

月

五

日

大

和

地

方

へ

野

外

演

習

と

し

て

出

張

同

十

一

日

演

習

地

よ

り

聖

上

儀

仗

相

勤

め

十

二

日

よ

り

引

続

き

演

習

同

十

四

日

皈

営

す

。

明

治

十

年

二

月

二

十

三

日

鹿

児

島

縣

賊

徒

爲

征

討

大

阪

出

発

第

二

旅

團

ニ

編

入

同

三

月

十

七

日

二

股

村

に

於

て

始

戰

明

治

十

年

三

月

十

六

日

連

戰

の

慰

労

と

し

て

酒

肴

料

を

一

円

下

賜

せ

ら

る

。

明

治

十

年

三

月

十

七

日

右

二

股

村

に

戰

死

す

。

其

の

當

時

の

戦

況

を

聞

く

に

数

日

来

の

激

戦

を

労

と

せ

ず

十

七

日

天

明

戦

斗

準

備

と

し

て

朝

飯

を

喫

し

飯

粒

を

口

に

し

た

る

一

刹

那

敵

弾

胸

部

に

命

中

し

て

壯

烈

な

る

戦

死

を

と

げ

た

り

と

云

ふ

。

携

ふ

る

所

の

軍

隊

手

帳

流

血

淋

漓

た

り

。

遺

族

之

を

保

存

し

て

其

英

風

子

孫

に

傳

へ

ん

と

す

。

朝

庭

功

を

賞

し

金

を
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賜

ひ

靖

国

神

社

に

合

祀

せ

ら

る

。

一

、

當

村

大

字

藤

井

塩

路

平

七

資

性

健

剛

に

し

て

活

溌

な

り

。

歩

兵

第

八

聯

隊

に

入

隊

し

孜

々

軍

務

に

勵

精

し

累

進

伍

長

に

任

ぜ

ら

る

。

明

治

十

年

の

役

起

る

や

直

に

出

征

し

数

次

の

戦

功

を

た

て

遂

に

熊

本

縣

王

那

郡

二

股

村

に

て

戰

死

せ

り

。

乱

平

ぎ

朝

庭

其

の

功

を

賞

し

遺

族

に

金

員

を

下

賜

せ

ら

れ

靖

国

神

社

に

合

祀

せ

ら

る

。

一

，

當

村

大

字

吉

田

津

村

鶴

蔵

資

性

温

順

恭

険

な

り

、

家

に

あ

り

て

克

く

農

に

力

む

。

徴

兵

と

し

て

歩

兵

第

八

聯

隊

に

入

隊

し

軍

務

に

勵

精

し

歩

兵

一

等

卒

に

任

ぜ

ら

れ

明

治

十

年

西

南

の

乱

起

こ

る

や

直

に

出

征

し

後

所

々

に

轉

戦

し

て

功

あ

り

皇

師

同

地

吉

次

越

に

向

ふ

や

賊

軍

は

絶

壁

の

上

に

あ

り

て

乱

射

す

。

此

の

時

苦

戦

悪

斗

最

も

力

む

。

勿

ち

に

し

て

背

後

よ

り

優

勢

な

る

敵

兵

現

れ

遂

に

敵

弾

の

爲

壯

烈

な

る

戦

死

を

遂

げ

た

り

。

乱

平

ぎ

朝

廷

功

を

賞

し

金

員

を

賜

ひ

後

靖

国

神

社

に

合

祀

せ

ら

る

。

一

，

當

村

大

字

藤

井

小

池

弥

吉

勵

す

。

明

治

七

年

征

台

の

資

性

篤

実

温

厚

に

し

て

農

事

に

從

事

し

後

□

兵

と

な

り

て

入

隊

し

軍

務

に

勉

？

役

起

る

や

西

郷

從

道

公

に

從

ひ

出

征

し

て

功

あ

り

。

明

治

七

年

一

月

廿

一

日

戦

死

す

。

朝

庭

功

を

賞

し

金

員

を

賜

り

靖

国

神

社

に

合

祀

せ

ら

る

。

一

、

當

村

大

字

藤

井

請

川

歡

三

資

性

剛

毅

活

溌

に

し

て

品

行

方

正

な

り

。

明

治

三

十

四

年

三

月

和

歌

山

中

斈

校

を

卆

業

し

同

三

十

四

年

十

二

月

一

日

士

官

候

補

生

と

し

て

歩

兵

第

拾

八

聯

隊

に

入

隊

し

、

同

三

十

七

年

三

月

六

日

第

三

師

團

動

員

令

下

り

同

十

八

日

陸

軍

歩

兵

少

尉

に

任

ぜ

ら

れ

同

日

歩

兵

第

十

八

聯

隊

補

充

大

隊

附

被

仰

付

同

五

月

十

八

日

正

八

位

に

叙

せ

ら

れ

る

。

同

六

月

十

九

日

後

備

歩

兵

第

十

八

聯

隊

へ

編

入

せ

ら

れ

同

八

月

二

十

三

日

外

征

從

軍

と

し

て

宇

品

港

出

帆

同

月

二

十

三

日

清

国

営

口

上

陸

す

。

同

九

月

三

日

遼

陽

戦

斗

に

参

與

し

、

後

同

、

、

十

月

一

日

よ

り

同

十

日

に

至

る

沙

河

會

戦

に

参

與

し

同

三

十

八

年

三

月

一

日

奉

天

附

近

会

戦

に

参

與

し

同

月

九

日

奉

天

省

奉

天

府

渾

河

附

近

の

戦

斗

に

参

與

し

て

負

傷

す

。

同

月

十

一

日

咸

京

省

ワ

ン

ヅ

ャ

ヅ

ー

ン

第

十

一

師

團

臨

時

衛

生

隊

に

て

歿

す

。

同

日

戦

役

の

功

に

よ

り

功

五

級

金

鵄

勲

章

を

賜

ひ

勲

六

等

に

叙

せ

ら

れ

遺

族

に

扶

助

料

金

壱

百

八

拾

圓

一

時

金

壱

千

壱

百

圓

を

下

賜

せ

ら

れ

靖

国

神

社

に

合

祀

せ

ら

る

。

一

、

當

村

大

字

吉

田

高

垣

兼

吉

資

性

順

良

に

し

て

素

朴

職

務

に

精

勵

す

。

歩

兵

第

六

十

一

聯

隊

に

入

隊

し

て

成

績

常

に

良

好

な

り

。

日

露



- 40 -

役

起

る

や

直

に

出

征

し

諸

所

に

轉

戦

し

て

功

あ

り

。

歩

兵

一

等

卆

を

命

ぜ

ら

れ

、

後

病

魔

の

犯

す

所

と

な

る

。

遂

に

清

国

奉

天

兵

站

病

院

に

入

院

し

遂

に

病

没

す

。

朝

庭

功

を

賞

し

遺

族

に

一

時

金

額

貳

百

四

拾

圓

扶

助

料

年

額

参

拾

四

円

を

下

賜

せ

ら

る

。

一

、

當

村

大

字

藤

井

小

池

弥

太

郎

資

性

温

良

に

し

て

誠

実

な

り

。

普

通

教

育

を

修

了

し

明

治

三

十

五

年

十

二

月

十

五

日

近

衛

歩

兵

第

二

聯

隊

第

九

中

隊

へ

入

隊

し

職

務

に

勉

勵

し

優

等

の

成

績

を

以

て

規

定

の

検

閲

を

了

し

明

治

三

十

六

年

十

二

月

一

日

喇

叭

手

を

命

ぜ

ら

る

。

同

三

十

七

年

二

月

五

日

東

洋

の

風

雲

急

な

る

に

及

び

充

員

令

発

せ

ら

れ

内

務

皈

務

を

命

ぜ

ら

れ

後

同

二

月

廿

一

日

屯

営

出

発

、

同

二

十

三

日

廣

島

着

三

月

十

三

日

宇

品

港

出

帆

、

同

十

八

日

韓

国

鎭

南

浦

上

陸

し

た

り

。

同

九

月

廿

七

日

一

等

卆

被

仰

付

同

年

五

月

一

日

清

国

九

蓮

城

附

近

に

於

て

戦

闘

、

同

年

六

月

八

日

岫

厳

城

附

近

に

於

て

戦

闘

、

同

年

六

月

十

三

日

二

道

河

附

近

に

於

て

戦

闘

、

後

各

所

に

在

り

て

十

数

回

の

戦

闘

を

重

ね

同

三

十

八

年

十

一

月

十

六

日

病

に

依

り

近

衛

師

團

第

三

野

戦

病

院

北

英

城

分

院

へ

入

院

、

同

年

十

二

月

十

三

日

病

没

す

。

朝

庭

功

を

賞

し

上

等

兵

に

進

め

勲

八

等

に

叙

し

金

弐

百

六

拾

圓

扶

助

料

年

額

金

三

十

八

圓

を

遺

族

に

賜

は

る

。

明

治

二

十

七

，

八

年

、

同

三

十

七

，

八

年

戦

役

に

際

し

當

村

は

奮

っ

て

多

数

の

軍

事

公

債

を

應

募

し

或

は

軍

資

を

献

納

し

特

に

兵

士

に

慰

問

袋

を

贈

り

て

之

を

慰

問

し

其

の

他

赤

十

字

社

員

に

加

り

し

て

其

の

救

護

事

業

を

援

く

る

等

、

後

援

事

業

と

し

て

遺

憾

な

く

之

を

行

ひ

た

り

。
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藤

田

村

郷

土

誌

に

就

て

一

，

藤

田

村

に

郷

土

誌

あ

る

を

教

へ

ら

れ

た

る

は

御

坊

町

芝

口

常

楠

氏

で

あ

っ

て

同

村

役

場

の

保

管

す

る

所

で

あ

る

。

二

、

序

文

に

あ

る

如

く

明

治

末

年

本

縣

が

各

村

に

郷

土

誌

の

作

成

を

命

じ

た

事

が

あ

り

、

本

郷

土

誌

は

即

ち

其

の

命

に

よ

り

作

成

せ

ら

れ

た

る

も

の

で

あ

る

。

故

に

是

は

内

よ

り

盛

り

上

が

り

た

る

も

の

で

な

く

、

外

か

ら

促

さ

れ

て

成

っ

た

も

の

で

あ

る

。

内

容

が

甚

だ

貧

弱

な

る

は

全

く

是

が

為

で

あ

る

。

三

，

編

著

者

天

野

稲

楠

氏

は

、

湯

川

村

富

安

の

人

。

當

時

の

藤

田

小

斈

校

長

で

あ

る

。

四

、

此

の

内

で

最

も

興

味

あ

る

の

は

藤

井

製

紙

業

の

歴

史

で

あ

る

。

其

の

他

の

事

柄

に

就

い

て

も

せ

め

て

此

の

項

の

半

分

丈

熱

意

を

も

っ

て

書

か

れ

た

な

ら

と

残

念

で

あ

る

が

、

此

丈

け

の

も

の

で

も

作

っ

て

お

い

て

呉

れ

た

事

は

感

謝

す

べ

き

で

あ

る

。

昭

和

二

十

四

年

十

月

九

日

村

誌

寫

本

の

ペ

ン

を

を

く

に

際

し

清

水

長

一

郎

父

長

一

郎

が

、

第

二

次

世

界

大

戦

後

の

物

資

不

足

の

時

代

、

勤

務

先

の

廃

棄

書

類

の

裏

を

使

っ

て

、

手

書

き

で

写

本

し

た

郷

土

誌

関

係

を

、

活

字

化

し

て

保

存

し

よ

う

と

、

定

年

後

始

め

是

で

五

巻

目

の

完

成

で

あ

る

。

～

で

一

太

郎

使

用
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